
令和４年度群⾺県地域共⽣社会の実現に向けた取組促進事業 

令和４年度地域共⽣社会推進セミナー 
次第 

 

日時■令和５年１月２３日（月）１３：３０～１６：００ 

             会場■群馬県社会福祉総合センター ８階 大ホール 

          ※オンライン（YouTube によるライブ配信）併用 

 

 

１ 開会           （１３：３０～１３：４０） 

（１）挨拶 

   群馬県健康福祉部 副部長 唐木 啓介 

 

  （２）オリエンテーション 

 

 

２ 講演           （１３：４０～１４：４０） 

「孤立を生まない包括的な支援について」 

認定特定非営利活動法人 自立生活サポートセンター・もやい理事長 

内閣官房孤独・孤立対策担当室 政策参与 

大西 連 氏 

 

  休憩          （１４：４０～１４：４５） 

 

３ パネルディスカッション （１４：４５～１６：００） 

「～誰も孤立することのない地域づくりに向けて～」 

【コーディネーター】 

認定特定非営利活動法人 自立生活サポートセンター・もやい理事長 

内閣官房孤独・孤立対策担当室 政策参与 

大西 連 氏 

【パネラー】 

・玉村町役場 健康福祉課 ＣＳＷ 阿部 美那子 氏 

・藤岡市社会福祉協議会（藤岡市自立相談支援機関） 主任相談支援員 

篠原 康一 氏 

・渋川市民生委員児童委員協議会 会長 石北 智子 氏 

 

４ 閉会        （１６：００） 

 

主催：群馬県／群馬県社会福祉協議会 

後援：群馬県民生委員児童委員協議会 
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２ 講演 

「孤立を生まない包括的な支援について」 

認定特定非営利活動法人 自立生活サポートセンター・もやい理事長 

内閣官房孤独・孤立対策担当室 政策参与 

大西 連 氏 

 

講師プロフィール 

1987 年東京生まれ。新宿での炊き出し・夜回りなどのホームレス支援活動から始

まり、主に生活困窮された方への相談支援に携わる。 

2014 年より現職。ほかに、新宿ごはんプラス共同代表、自殺予防の活動をおこな

う社会福祉法人日本いのちの電話理事など。政府の SDGs 推進円卓会議構成員、

2021 年 6 月よりは内閣官房孤独・孤立対策室政策参与も務める。著書に『すぐそば

にある「貧困」』（2015 年ポプラ社）など。 
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き

る
背

景
を

理
解

す
る

こ
と

が
前

提

-17-



・
単

身
世

帯
や

核
家

族
親

族
は

遠
⽅

・
隣

に
誰

が
住

ん
で

い
る

か
わ

か
ら

な
い

・
非

正
規

で
働

い
て

い
る

⽣
活

に
余

裕
な

い
・

基
本

は
職

場
と

家
の

往
復

・
買

い
物

も
ス

ー
パ

ー
や

オ
ン

ラ
イ

ン
・

メ
ン

タ
ル

的
に

不
調

孤
独

・
孤

⽴
に

な
り

や
す

い
「

つ
な

が
り

」
が

希
薄

な
社

会
に

な
っ

て
い

る

-18-



日
々

の
⽣

活
で

「
つ

な
が

り
」

を
感

じ
る

こ
と

は
少

な
い

ま
た

、
実

際
に

困
り

ご
と

を
抱

え
た

と
し

て
…

…
周

囲
に

SO
Sを

求
め

ら
れ

る
だ

ろ
う

か
︖

⽣
活

困
窮

、
病

気
、

介
護

、
不

登
校

、
ひ

き
こ

も
り

孤
育

て
、

メ
ン

タ
ル

の
不

調
、

DV
や

性
暴

⼒
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日
本

で
は

年
間
約

2
万
人

の
⾃

殺
者

が
い

る
。

そ
し

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
増
加

。

2
3

4
9

43
1

7
5

5

3
4

4
2

7

3
0

6
5

1

2
7

8
5

8

2
0

1
6

92
1

0
8

1

0

5
0

0
0

1
0

0
0

0

1
5

0
0

0

2
0

0
0

0

2
5

0
0

0

3
0

0
0

0

3
5

0
0

0

4
0

0
0

0

1989年
1990年
1991年
1992年
1993年
1994年
1995年
1996年
1997年
1998年
1999年
2000年
2001年
2002年
2003年
2004年
2005年
2006年
2007年
2008年
2009年
2010年
2011年
2012年
2013年
2014年
2015年
2016年
2017年
2018年
2019年
2020年

⾃
殺

者
数

の
年

次
推

移
（

内
閣

府
・

警
察

庁
・

厚
労

省
資

料
よ

り
筆

者
作

成
）
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NP
O

法
⼈

ラ
イ

フ
リ

ン
ク

20
13

年
⾃

殺
対

策
⽩

書
よ

り

-21-



平
均

で
約
４

つ
の

「
背

景
」

が
あ

る

-22-



「
よ

り
そ

い
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
」

⾃
殺

予
防

ラ
イ

ン
で

は
、

相
談

者
の
約

７
割

の
⼈

が
「

孤
⽴

」
し

て
い

る
状

態

「
よ

り
そ

い
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン
」

平
成

29
年

度
報

告
書

よ
り

-23-



複
数

の
課

題
を

抱
え

、
孤

独
・

孤
⽴

の
状

態

-24-



当
事

者
の

困
り

ご
と

は
多

岐
に

わ
た

る
既

存
の

制
度

や
⽀

援
機

関
で

対
応

で
き

な
い

こ
と

も
あ

る

【
当

事
者

の
困

り
ご

と
】

制
度

A

社
協 D

N
P

O

F

制
度

B

制
度 C

社
福

E

当
事

者
の

こ
ま

り
ご

と
は

複
数

あ
り

、
複

雑
に

か
ら

ま
っ

て
い

た
り

、
政

策
化

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

り
、

⺠
間

の
⽀

援
メ

ニ
ュ

ー
で

も
対

応
で

き
な

い
こ

と
も

。

ま
た

、
相

談
⽀

援
や

伴
走

型
⽀

援
に

よ
り

、
こ

れ
ら

の
各

種
制

度
や

社
会

資
源

と
⽀

援
調

整
を

お
こ

な
う

。

さ
ら

に
、

制
度

外
の

と
こ

ろ
を

実
際

に
は

地
域

の
NP

O
等

が
担

っ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

そ
こ

へ
の

⽀
援

（
連

携
や

資
⾦

助
成

）
も

視
野

に
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

各
制

度
や

施
策

の
縦

割
り

を
こ

え
て

、
公

的
機

関
、

⺠
間

機
関

な
ど

の
垣

根
を

こ
え

て
、

⼤
き

な
ま

と
ま

り
と

な
っ

て
⽀

援
の

枠
組

み
を

考
え

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
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日
常

緊
急

【
福

祉
的

⽀
援

】
相

談
⽀

援
給

付
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

【
地

域
を

豊
か

に
す

る
取

り
組

み
】

NP
O

等
の

活
動

の
促

進
文

化
・

芸
術

・
ス

ポ
ー

ツ
等

【
つ

な
が

り
作

り
の

⽀
援

】
居

場
所

社
会

参
加

の
機

会
の

提
供

緊
急

事
態

へ
の

対
応

は
も

ち
ろ

ん
、

豊
か

な
日

常
作

り
が

肝
心

⇒
多

様
な

「
活

動
」

「
担

い
手

」
「

連
携

」
が

ベ
ー

ス
に

な
る

⇒
地

域
で

何
を

お
こ

な
っ

て
い

く
べ

き
か

︖
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「
つ

な
が

り
」

の
観

点
か

ら
地

域
の

⽀
援

を
考

え
る

-27-



目
次

１
．

コ
ロ

ナ
禍

で
の

⽀
援

２
．

「
つ

な
が

り
」

孤
独

・
孤

⽴
に

つ
い

て

３
．

孤
独

・
孤

⽴
の

調
査

か
ら

４
．

地
域

で
何

を
し

て
い

け
ば

い
い

か

-28-



孤
独

・
孤

立
の

実
態

把
握
に

関
す

る
全

国
調

査
（

令
和

３
年

）

調
査

結
果

の
ポ

イ
ン
ト

内
閣

官
房

孤
独

・
孤

立
対

策
担

当
室

調
査

の
背

景


長

引
く

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り

、
孤

独
・

孤
立

の
問

題
が

社
会

問
題

と
し

て
一

層
深

刻
化

・
顕

在
化

す
る

中
、

令
和

３
年

２
月

よ
り

、
孤

独
・

孤
立

対
策

担
当

大
臣

が
司

令
塔

と
な

り
、

政
府

一
体

と
な

っ
て

孤
独

・
孤

立
対

策
を

推
進

（
令

和
３

年
1
2
月

に
「

孤
独

・
孤

立
対

策
の
重
点
計
画
」
を
策
定
）


施

策
の

推
進

に
当

た
り

、
孤

独
・

孤
立

の
実

態
を

的
確

に
把

握
す

る
た

め
、

令
和

３
年

1
2
月

に
政

府
初

と
な

る
孤

独
・

孤
立

の
実

態
把

握
に
関
す
る
全
国
調
査
を
実
施

（
調
査
は
統
計
法
（
平
成

1
9
年
法
律
第

5
3
号
）
に
基
づ
く
一
般
統
計
調
査
と
し
て
実
施
）

調
査

の
実

施
概

要

正
式
名
称

人
々
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
基
礎
調
査

調
査
目
的

我
が
国
に
お
け
る
孤
独
・
孤
立
の
実
態
を
把
握
し
、
各
府
省
に
お
け
る
関
連
行
政
諸
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

調
査
対
象

全
国
の
満
1
6
歳
以
上
の
個
人
：
２
万
人
（
無
作
為
抽
出
に
よ
る
）

調
査
方
法

内
閣
官
房
か
ら
調
査
対
象
者
あ
て
に
調
査
書
類
を
郵
送
。
調
査
対
象
者
は
オ
ン
ラ
イ
ン
又
は
郵
送
に
よ
り
回
答

（
※
調
査
は
株
式
会
社
サ
ー
ベ
イ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
実
施
）

調
査
期
日

令
和
３
年
1
2
月
１
日
（
調
査
へ
の
回
答
期
限
：
令
和
４
年
１
月
2
1
日
）

調
査
事
項

孤
独
や
孤
立
に
関
す
る
事
項
、
年
齢
、
性
別
等
の
属
性
事
項
等
（
全

2
7
問
）

回
答

数
調
査
書
類
の
配
布
数
：

2
0
0
0
0
件

有
効
回
答
数
：
1
1
8
6
7
件
（
有
効
回
答
率

5
9
.
3
％
）

結
果
公
表

令
和
４
年
４
月
８
日
※

※
調
査
結
果
は
内
閣
官
房
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
室

W
E
B
サ
イ
ト

（
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
a
s
.
g
o
.
j
p
/
j
p
/
s
e
i
s
a
k
u
/
k
o
d
o
k
u
_
k
o
r
i
t
s
u
_
t
a
i
s
a
k
u
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l
）

及
び

政
府
統
計
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
e
-
s
t
a
t
.
g
o
.
j
p
/
）
に
掲
載
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
孤

独
と

い
う

主
観

的
な

感
情

を
よ

り
的

確
に

把
握

す
る

た
め

、
こ

の
調

査
で

は
２

種
類

の
設

問
を

採
用
。

①
直

接
質

問


直
接

的
に

孤
独

感
を

質
問

。
直

接
質

問
の

結
果

、
孤

独
感

が
「

し
ば

し
ば

あ
る

・
常

に
あ

る
」

と
回

答
し

た
人

の
割

合
は

4
.
5
％

、
「

時
々

あ
る

」
が

1
4
.
5
％

、
「

た
ま

に
あ

る
」

が
1
7
.
4
％

で
あ

っ
た

。
一

方
で

孤
独

感
が

「
ほ

と
ん

ど
な

い
」

と
回

答
し

た
人

は
3
8
.
9
％

、
「

決
し

て
な

い
」

が
2
3
.
7
％

で
あ

っ
た

（
図

１
）

孤
独

の
把

握
方

法
・

孤
独

の
状

況

（
参
考
③
）

U
CL
A
孤
独
感
尺
度

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
校
（
U
C
L
A
）
の
研
究
者
が
孤
独
と
い
う
主
観
的
な
感
情
を
間
接
的
な
質
問
に
よ
り
数
値
的
に
測
定
し
よ
う
と
考
案
し
た
も
の
。
本
調
査
で
は
上
記
の
３
項
目

の
設
問
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
４
つ
の
回
答
選
択
肢
（
４
件
法
）
を
設
定
。
「
決
し
て
な
い
」
を
１
点
、
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
を
２
点
、
「
時
々
あ
る
」
を
３
点
、
「
常
に
あ
る
」
を
４
点
と
し
、

そ
の
合
計
ス
コ
ア
に
よ
り
孤
独
感
の
高
さ
を
測
定
。
な
お
、
調
査
に
よ
っ
て
尺
度
が
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
英
国
で
は
「
し
ば
し
ば
あ
る
」
（
３
点
）
、
「
時
々
あ
る
」
（
２
点
）
、

「
ほ
と
ん
ど
・
決
し
て
な
い
」
（
１
点
）
の
３
つ
の
回
答
選
択
肢
（
３
件
法
）
を
設
定
。

②
間

接
質

問


孤
独

と
い

う
主

観
的

な
感

情
を

間
接

的
な

質
問

に
よ

り
数

値
的

に
測

定
す

る
「

U
C
L
A
孤

独
感

尺
度

」
に

基
づ

く
質

問
。

３
つ

の
設

問
へ

の
回

答
を

点
数

化
し

、
そ

の
合

計
ス

コ
ア

（
本

調
査

で
は

最
低

点
３

点
～

最
高

点
1
2
点

）
が

高
い

ほ
ど

孤
独

感
が

高
い

と
評

価
。

間
接

質
問

の
結

果
、

合
計

ス
コ

ア
が

「
1
0
～

1
2
点

」
の

人
が

6
.
3
％

、
「

７
～

９
点

」
の

人
が

3
7
.
1
％
で

あ
っ

た
。

一
方

で
「

４
～

６
点

」
の

人
が

3
7
.
4
％

、
「

３
点

」
の

人
が

1
8
.
5
％
で

あ
っ

た
（

図
２

）

（
参
考
①
）
英
国
の
状
況
（
直
接
質
問
）

英
国
政
府
の
統
計
調
査
（

C
om
m
u
n
i
t
y
 
L
i
f
e 
S
u
r
v
e
y
 
2
0
2
0/
2
1
）
で
は
、
孤
独
感
が
「
し
ば
し
ば
あ
る
・
常
に
あ
る
」
は
６
％

、
「
時
々
あ
る
」
が

1
9
％
、
「
た
ま
に
あ
る
」
が

2
3
％
と
い
う
結

果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

※
上
記
調
査
で
は
小
数
点
以
下
を
四
捨
五
入
し
た
整
数
を
公
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
調
査
方
法
等
が
異
な
る
た
め
、
比
較
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
参
考
②
）
英
国
の
状
況
（
間
接
質
問
）

英
国

政
府

の
統

計
調

査
（

C
o
m
m
u
n
i
t
y

L
i
f
e

S
u
r
v
ey

2
0
2
0
/
2
1
）

で
は

３
つ

の
回

答
選

択
肢

（
３

件
法

）
を

用
い

て
お

り
、

最
低

点
３

点
～

最
高

点
９

点
の

範
囲

で
、

８
点

又
は

９
点

の
人

が
９

％
と

い
う

結
果

が
公

表
さ
れ
て
い
る
。
→
「
参
考

③
」
参
照

【
図
１

】
孤
独
の
状
況
（
直
接
質
問
）

【
図
２

】
孤
独
の
状
況
（
間
接
質
問
）
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孤
独

の
状

況
（

孤
独

感
が

「
し

ば
し

ば
あ

る
・

常
に

あ
る

」
と

回
答

し
た

人
の

割
合

）


年

齢
階

級
別

の
割

合
は

「
3
0
歳

代
」
が

最
も

高
く

、
7
.
9
％

で
あ

っ
た

。
一

方
、

最
も

低
い

の
は

「
7
0
歳

代
」

で
1
.
8
％

で
あ

っ
た

（
図

３
）


こ

れ
を

男
女

別
に

み
て

も
、

男
女

と
も

に
「

3
0
歳

代
」

が
最

も
高

く
、

男
性

が
8
.
3
％

、
女

性
が

7
.
3
％

で
あ

っ
た

。
そ

の
割

合
が

最
も

低
い

の
は

男
女

と
も

に
「

7
0
歳

代
」

で
男

性
が

2
.
1
％

、
女

性
が

1
.
5
％

で
あ

っ
た

（
図

４
）

【
参
考
図

】
年
齢
階
級
別
孤
独
感
・
英
国
と
の
比
較
（
％
）


参

考
と

し
て

、
本

調
査

と
英

国
政

府
の

統
計

調
査

（
C
o
m
m
u
n
i
t
y

L
i
f
e

S
u
r
v
e
y

2
0
2
0
/
2
1
）

に
お

け
る

年
齢

階
級

別
孤

独
感

を
比

較
。

英
国

で
は

1
6
～
2
4
歳

の
年

齢
階

級
で

孤
独

感
が

高
く

な
っ

て
い

る
。

※
英

国
と

の
比

較
の

た
め

、
年

齢
階

級
は

英
国

の
調

査
に

合
わ

せ
て

い
る

。

【
図
３

】
年
齢
階
級
別
孤
独
感

【
図
４

】
男
女
，
年
齢
階
級
別
孤
独
感
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孤
独

の
状

況
（

現
在

の
孤

独
感

に
至

る
前

に
経

験
し

た
出

来
事

）


孤

独
感

が
「

た
ま

に
あ

る
」

、
「

時
々

あ
る

」
、

「
し

ば
し

ば
あ

る
・

常
に

あ
る

」
と

回
答

し
た

人
が

そ
の

状
況

に
至

る
前

に
経

験
し

た
出

来
事

と
し

て
は

、
「

一
人

暮
ら

し
」

、
「

転
校

・
転

職
・

離
職

・
退

職
（

失
業

を
除

く
）

」
、

「
家

族
と

の
死

別
」

、
「

心
身

の
重

大
な

ト
ラ

ブ
ル

（
病

気
・

怪
我

等
）

」
、

「
人

間
関

係
に

よ
る

重
大

な
ト

ラ
ブ

ル
（

い
じ

め
・

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト

等
を

含
む

）
」
を

選
択
し

た
人

が
多

か
っ

た
。

【
図
５

】
現
在
の
孤
独
感
に
至
る
前
に
経
験
し
た
出
来
事
（
複
数
回
答
）

〇
図

５
の

右
側

の
グ

ラ
フ

は
孤

独
感

が
「

た
ま

に
あ

る
」

、
「

時
々

あ
る

」
、

「
し

ば
し

ば
あ

る
・

常
に

あ
る

」
と

回
答

し
た

人
が

そ
の

状
況

に
至

る
前

に
経

験
し

た
出

来
事

を
集

計
し

た
も

の
で

あ
る

。

〇
図

５
の

左
側

の
グ

ラ
フ

は
孤

独
感

が
「

決
し

て
な

い
」

、
「

ほ
と

ん
ど

な
い

」
と

回
答

し
た

人
が

そ
の

状
況

に
至

る
前

に
経

験
し

た
出

来
事

を
集

計
し

た
も

の
で

あ
る

。

※
経

験
し

た
出

来
事

を
全

て
選

択
す

る
複

数
回

答
方

式
に

よ
る

。
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（
参

考
）

孤
独

感
が

「
し

ば
し

ば
あ

る
・

常
に

あ
る

」
と

回
答

し
た

人
の

主
な

属
性

※
各
グ
ラ
フ
の
単
位
は
「
％
」
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
孤

立
に

つ
い

て
は

、
国

内
の

先
行

研
究

な
ど

を
参

考
に

①
社

会
的

交
流

（
家

族
・

友
人

等
と

の
交

流
）

、
②

社
会

参
加

（
P
T
A
活

動
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

、
ス

ポ
ー

ツ
・

趣
味

等
の

人
と

交
流

す
る

活
動

へ
の

参
加

）
、

③
社

会
的

サ
ポ

ー
ト

（
他

者
か

ら
の

支
援

）
、

④
社

会
的

サ
ポ

ー
ト

（
他

者
へ

の
手

助
け

）
の

状
況

か
ら

社
会

的
孤

立
の

状
態

を
把

握
。

孤
立

の
把

握
方

法


調

査
結

果
を

踏
ま

え
、

令
和

３
年

1
2
月

に
策

定
し

た
「

孤
独

・
孤

立
対

策
の

重
点

計
画

」
の

評
価

・
検

証
、

見
直

し
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
令

和
４

年
度

に
お

い
て

も
、

引
き

続
き

、
孤

独
・

孤
立

の
実

態
把

握
に

関
す

る
全

国
調

査
を

実
施

す
る

な
ど

、
継

続
的

に
孤

独
・

孤
立

の
実

態
把

握
に

努
め

る
。


①

社
会

的
交

流
に

つ
い

て
、

同
居

し
て

い
な

い
家

族
や

友
人

た
ち

と
直

接
会

っ
て

話
す

こ
と

が
全

く
な

い
人

の
割

合
が

1
1
.
2
％

で
あ

っ
た

（
図

６
）

孤
立

の
状

況


②

社
会

参
加

に
つ

い
て

、
特

に
参

加
し

て
い

な
い

人
の

割
合

が
5
3
.
2
％

と
な

っ
て

い
る

。
な

お
、

参
加

し
て

い
る

人
に

つ
い

て
は

「
ス

ポ
ー

ツ
・

趣
味

・
娯

楽
・

教
養

・
自

己
啓

発
な

ど
の

活
動

（
部

活
動

等
を

含
む

）
」

へ
の

参
加

を
選

択
す

る
割

合
が

最
も

高
く

、
2
9
.
6
％

で
あ

っ
た

。


③

社
会

的
サ

ポ
ー

ト
（

他
者

か
ら

の
支

援
）

に
つ

い
て

、
支

援
を

受
け

て
い

な
い

人
の

割
合

が
8
9
.
2
％

で
あ

っ
た

。
な

お
、

全
体

で
は

、
支

援
を

受
け

て
い

る
人

の
割

合
が

4
.
4
％

で
あ

る
が

、
8
0
歳

以
上

で
は

男
性

で
8
.
4
％

、
女

性
で

1
2
.
2
％

と
そ

の
割

合
が

高
く

な
っ

て
い

る
。


④

社
会

的
サ

ポ
ー

ト
（

他
者

へ
の

手
助

け
）

に
つ

い
て

、
「

手
助

け
を

し
た

い
と

思
わ

な
い

・
手

助
け

を
必

要
と

す
る

人
が

い
る

か
分

か
ら

な
い

」
と

い
う

人
の

割
合

が
4
.
3
％

、
「

手
助

け
を

求
め

る
人

が
い

な
い

」
が

2
4
.
8
％

、
「

自
分

に
は

で
き

な
い

」
が

1
0
.
5
％
で

あ
っ

た
。

（
参
考
）
英
国
の
状
況
（
孤
立
）

英
国

政
府

の
統

計
調

査
（

C
o
m
m
u
n
i
t
y

L
i
f
e

S
u
r
v
ey

2
0
2
0
/
2
1
）

で
は

6
6
％

の
人

が
週

１
回

以
上

、
同

居
し

て
い

な
い

家
族

や
友

人
た

ち
と

直
接

会
っ

て
話

す
こ

と
が

あ
る

と
い

う
結

果
が

公
表

さ
れ

て
い

る
が

、
友

人
が

い
な

い
人

、
無

回
答

を
除

い
て

い
る

た
め

、
参

考
比
較
は
行
わ
な
い

。

【
図
６

】
家
族
や
友
人
と
直
接
会
っ
て
話
す
頻
度
（
同
居
人
を
除
く
）

今
後

の
取

組
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孤
独
・
孤
立
対
策
の
重
点
計
画
概
要
①

１
．

孤
独

・孤
⽴

対
策

の
現

状
＜

新
型

コロ
ナ

感
染

拡
大

前
＞

職
場

・家
庭

・地
域

で
人

々
が

関
わ

り合
い

支
え

合
う機

会
の

減
少

→
「⽣

き
づ

らさ
」や

孤
独

・孤
⽴

を
感

じざ
る

を
得

な
い

状
況

を
⽣

む
社

会
へ

変
化

＜
新

型
コロ

ナ
感

染
拡

大
後

＞
交

流
・⾒

守
りの

場
、相

談
支

援
を

受
け

る
機

会
の

喪
失

等
→

  社
会

に
内

在
して

い
た

孤
独

・孤
⽴

の
問

題
が

顕
在

化
・深

刻
化

２
．

孤
独

・孤
⽴

対
策

の
基

本
理

念

(1
)孤

独
・孤

⽴
双

⽅
へ

の
社

会
全

体
で

の
対

応
(2

)当
事

者
や

家
族

等
の

⽴
場

に
⽴

った
施

策
の

推
進

(3
)人

と人
との

「つ
な

が
り」

を
実

感
で

き
る
た

め
の

施
策

の
推

進

▻
孤

独
・孤

⽴
の

問
題

は
、人

⽣
の

どの
場

面
で

発
⽣

した
か

や
当

事
者

の
属

性
・⽣

活
環

境
に

よ
って

多
様

▻
当

事
者

の
ニー

ズ
等

も
多

様
。配

慮
す

べ
き

事
情

を
抱

え
る

方
、家

族
等

が
困

難
を

抱
え

る
場

合
も

存
在

〇
ま

ず
は

当
事

者
の

目
線

や
⽴

場
に

⽴
って

、当
事

者
の

属
性

・⽣
活

環
境

、
多

様
な

ニー
ズ

や
配

慮
す

べ
き

事
情

等
を

理
解

した
上

で
施

策
を

推
進

〇
その

時
々

の
当

事
者

の
目

線
や

⽴
場

に
⽴

って
、切

れ
目

な
く息

の
⻑

い
、

き
め

細
か

な
施

策
を

推
進

〇
孤

独
・孤

⽴
の

問
題

を
抱

え
る

当
事

者
の

家
族

等
も

含
め

て
支

援
す

る
観

点
か

ら施
策

を
推

進

〇
当

事
者

や
家

族
等

が
相

談
で

き
る

誰
か

等
と対

等
に

つ
な

が
り、

「つ
な

が
り」

を
実

感
で

き
る

こと
が

重
要

。 こ
の

こと
が

孤
独

・孤
⽴

の
問

題
の

解
消

に
とど

ま
らず

ウェ
ル

ビー
イン

グ
の

向
上

に
も

資
す

る
との

考
え

方
で

施
策

を
推

進
。

〇
地

域
に

よ
って

社
会

資
源

の
違

い
が

あ
る

中
で

、当
事

者
や

家
族

等
を

支
援

す
る

た
め

、⾏
政

・⺠
間

の
各

種
施

策
・取

組
に

つ
い

て
有

機
的

に
連

携
・充

実
〇

関
係

⾏
政

機
関

（
特

に
基

礎
⾃

治
体

）
に

お
い

て
、既

存
の

取
組

も
活

か
し

て
孤

独
・孤

⽴
対

策
の

推
進

体
制

を
整

備
。社

会
福

祉
協

議
会

や
住

⺠
組

織
との

協
⼒

、N
PO

等
との

密
接

な
連

携
に

よ
り、

安
定

的
・継

続
的

に
施

策
を

展
開

▻
孤

独
・孤

⽴
は

、
・

人
⽣

の
あ

らゆ
る

場
面

で
誰

に
で

も
起

こり
得

る
も
の

・
当

事
者

個
人

の
問

題
で

は
な

く、
社

会
環

境
の

変
化

に
よ

り孤
独

・孤
⽴

を
感

じざ
る

を
得

な
い

状
況

に
至

った
も

の
。社

会
全

体
で

対
応

しな
け

れ
ば

な
ら

な
い

問
題

。
・

心
身

の
健

康
面

へ
の

深
刻

な
影

響
や

経
済

的
な

困
窮

等
の

影
響

も
懸

念

▻
「孤

独
」は

主
観

的
概

念
、ひ

とり
ぼ

っち
と感

じる
精

神
的

な
状

態
「孤

⽴
」は

客
観

的
概

念
、社

会
との

つ
な

が
りの

な
い

/少
な

い
状

態
当

事
者

や
家

族
等

の
状

況
は

多
岐

に
わ

た
り、

孤
独

・孤
⽴

の
感

じ方
・捉

え
方

も
人

に
よ

って
多

様
〇

⼀
律

の
定

義
で

所
与

の
枠

内
で

取
り組

む
の

で
は

な
く、

孤
独

・孤
⽴

双
方

を
⼀

体
で

捉
え

、多
様

な
ア

プ
ロー

チ
や

手
法

に
よ

り対
応

。「
望

ま
な

い
孤

独
」

と「
孤

⽴
」を

対
象

とし
て

取
り組

む
。

〇
孤

独
・孤

⽴
の

問
題

や
さら

な
る

問
題

に
至

らな
い

よ
うに

す
る

「予
防

」の
観

点
が

重
要

。
「孤

独
・孤

⽴
に

悩
む

人
を

誰
ひ

とり
取

り残
さな

い
社

会
」、

「誰
も

が
⾃

⼰
存

在
感

・⾃
⼰

有
用

感
を

実
感

で
き

る
よ

うな
社

会
」「

相
互

に
支

え
合

い
、人

と人
との

「つ
な

が
り」

が
⽣

ま
れ

る
社

会
」を

目
指

して
取

り組
む

。「
予

防
」の

観
点

か
らの

施
策

の
在

り方
を

検
討

。

令
和

３
年

1
2

月
2

8
日

孤
独

・孤
⽴

対
策

推
進

会
議

決
定

※
政

府
資

料
よ

り
抜

粋
し

て
筆

者
が

作
成
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孤
独
・
孤
立
対
策
の
重
点
計
画
概
要
②

３
．

孤
独

・孤
⽴

対
策

の
基

本
⽅

針
(1

)孤
独

・孤
⽴

に
⾄

って
も

支
援

を
求

め
る
声

を
上

げ
や

す
い

社
会

とす
る

①
孤

独
・孤

⽴
の

実
態

把
握

・
孤

独
・孤

⽴
の

実
態

把
握

、デ
ー

タや
学

術
研

究
の

蓄
積

、「
予

防
」の

観
点

か
ら施

策
の

在
り方

を
検

討
②

支
援

情
報

が
網

羅
さ
れ

た
ポ

ー
タ
ル

サ
イ

ト
の

構
築

、タ
イ

ム
リー

な
情

報
発

信
・

継
続

的
・⼀

元
的

な
情

報
発

信
、各

種
支

援
施

策
に

つ
な

ぐワ
ンス

トッ
プ

の
相

談
窓

口
、プ

ッシ
ュ型

の
情

報
発

信
等

③
声

を
上

げ
や

す
い

環
境

整
備

・
「支

援
を

求
め

る
声

を
上

げ
る

こと
は

良
い

こと
」等

の
理

解
・機

運
を

醸
成

し、
当

事
者

や
周

りの
方

が
声

を
上

げ
や

す
くな

り支
援

制
度

を
知

る
こと

が
で

き
る

よ
う、

情
報

発
信

・
広

報
及

び
普

及
啓

発
、教

育
等

(2
)状

況
に

合
わ

せ
た

切
れ

目
な

い
相

談
支

援
に

つ
な

げ
る

①
相

談
支

援
体

制
の

整
備

(電
話

・S
NS

相
談

の
24

時
間

対
応

の
推

進
等

)
・

包
括

的
な

相
談

支
援

（
各

種
相

談
支

援
制

度
等

の
連

携
）

、多
元

的
な

相
談

支
援

（
24

時
間

対
応

の
相

談
等

）
、発

展
的

な
相

談
支

援
（

多
様

な
人

が
関

わ
り専

門
職

も
強

み
を

発
揮

）
を

推
進

②
人

材
育

成
等

の
支

援
・

相
談

支
援

に
当

た
る

人
材

の
確

保
・育

成
・資

質
向

上
、相

談
支

援
に

当
た

る
人

材
へ

の
支

援

(3
)⾒

守
り・

交
流

の
場

や
居

場
所

づ
くり

を
確

保
し、

人
と人

との
「つ

な
が

り」
を

実
感

で
き
る
地

域
づ

くり
を

⾏
う

①
居

場
所

の
確

保
・

多
様

な
各

種
の

「居
場

所
」づ

くり
、「

つ
な

が
り」

の
場

づ
くり

を
施

策
とし

て
評

価
し効

果
的

に
運

用
②

ア
ウ

ト
リー

チ
型

支
援

体
制

の
構

築
・

当
事

者
や

家
族

等
の

意
向

・事
情

に
配

慮
した

ア
ウト

リー
チ

型
の

支
援

を
推

進
③

保
険

者
とか

か
りつ

け
医

等
の

協
働

に
よ

る
加

入
者

の
予

防
健

康
づ

くり
の

推
進

等
・

い
わ

ゆ
る

「社
会

的
処

方
」の

活
用

、公
的

施
設

等
を

活
用

す
る

取
組

や
情

報
発

信
④

地
域

に
お

け
る
包

括
的

支
援

体
制

の
推

進
・

地
域

の
関

係
者

が
連

携
・協

⼒
し、

分
野

横
断

的
に

当
事

者
を

中
心

に
置

い
た

包
括

的
支

援
体

制
・

小
学

校
区

等
の

地
域

の
実

情
に

応
じた

単
位

で
人

と人
との

「つ
な

が
り」

を
実

感
で

き
る

地
域

づ
くり

(4
)孤

独
・孤

⽴
対

策
に

取
り組

む
N

PO
等

の
活

動
を

き
め

細
か

く支
援

し、
官

・⺠
・N

PO
等

の
連

携
を

強
化

す
る

①
孤

独
・孤

⽴
対

策
に

取
り組

む
N

PO
等

の
活

動
へ

の
き
め

細
か

な
支

援
②

N
PO

等
との

対
話

の
推

進
③

連
携

の
基

盤
とな

る
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム
の

形
成

支
援

④
⾏

政
に

お
け

る
孤

独
・孤

⽴
対

策
の

推
進

体
制

の
整

備
４

．
孤

独
・孤

⽴
対

策
の

施
策

の
推

進
〇

本
計

画
は

、今
後

重
点

的
に

取
り組

む
孤

独
・孤

⽴
対

策
の

具
体

的
施

策
を

とり
ま

とめ
た

も
の

。関
係

府
省

は
、本

計
画

の
各

施
策

それ
ぞ

れ
の

目
標

達
成

に
向

け
て

着
実

に
取

組
を

進
め

る
。

〇
関

係
府

省
及

び
NP

O
等

が
連

携
して

幅
広

い
具

体
的

な
取

組
を

総
合

的
に

実
施

。関
係

府
省

に
お

い
て

事
業

の
使

い
や

す
さの

改
善

に
努

め
、事

業
展

開
に

さら
な

る
検

討
を

加
え

て
い

く。
特

に
、孤

独
・孤

⽴
対

策
に

取
り組

む
NP

O
等

の
活

動
へ

の
支

援
に

つ
い

て
は

、当
面

、令
和

3年
3月

の
緊

急
支

援
策

で
実

施
した

規
模

・内
容

に
つ

い
て

、強
化

・
拡

充
等

を
検

討
しつ

つ
、各

年
度

継
続

的
に

支
援

。
〇

毎
年

度
、本

計
画

の
各

施
策

の
実

施
状

況
を

評
価

・検
証

。毎
年

度
を

基
本

とし
つ

つ
必

要
に

応
じて

計
画

全
般

の
⾒

直
しを

検
討

。こ
れ

らの
際

に
は

「孤
独

・孤
⽴

対
策

推
進

会
議

」「
有

識
者

会
議

」で
審

議
等

。

※
基

本
方

針
の

柱
ご

とに
具

体
的

施
策

(現
状

、課
題

、目
標

、対
策

）
を

掲
載

令
和

３
年

1
2

月
2

8
日

孤
独

・孤
⽴

対
策

推
進

会
議

決
定

※
政

府
資

料
よ

り
抜

粋
し

て
筆

者
が

作
成
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・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
が

⾏
う

⼦
供

の
居

場
所

づ
く

り
に

係
る

地
⽅

公
共

団
体

へ
の

⽀
援

の
強

化
。

令
和

3年
度

補
正

予
算

で
よ

り
高

い
補

助
率

(1
0/

10
)の

事
業

を
創

設
。

➢
⼦

供
の

未
来

応
援

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

⽀
援

事
業

(地
域

の
未

来
応

援
交

付
⾦

)
✓

新
た

な
連

携
に

よ
る

つ
な

が
り

の
場

づ
く

り
緊

急
⽀

援
事

業
20

億
円

(R
3補

正
)

✓
つ

な
が

り
の

場
づ

く
り

緊
急

⽀
援

事
業

１
億

円
(R

4)

子
供
の
居
場
所
づ
く
り
【
内
閣
府
】

孤
独
・
孤
⽴
対
策
に
取
り
組
む
N
PO

等
へ
の
⽀
援
（
令
和
4年

度
予
算
・
令
和
3年

度
補
正
予
算
）

〇
孤

独
・

孤
⽴

対
策

に
つ

い
て

、
令

和
3年

12
月

に
重

点
計

画
を

策
定

し
、

基
本

理
念

、
施

策
の

⽅
針

、
具

体
的

施
策

を
決

定
。

〇
孤

独
・

孤
⽴

対
策

に
取

り
組

む
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
に

対
し

、
「

16
か

月
予

算
」

の
考

え
の

も
と

、
⽀

援
対

象
や

ス
キ

ー
ム

の
拡

充
強

化
を

図
り

な
が

ら
、

令
和

4年
度

予
算

と
令

和
3年

度
補

正
予

算
を

合
わ

せ
て

、
安

定
的

・
継

続
的

に
⽀

援
。

・
⽣

活
困

窮
者

や
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
⽅

に
対

し
、

⽣
活

の
⽀

援
・

住
ま

い
の

⽀
援

、
⼦

ど
も

の
学

習
⽀

援
等

に
関

す
る

活
動

を
⾏

う
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
⼈

等
に

つ
い

て
⽀

援
。

令
和

3年
度

補
正

予
算

で
、

全
国

団
体

に
加

え
、

同
⼀

都
道

府
県

内
で

の
⽀

援
活

動
を

⾏
う

団
体

の
⽀

援
を

追
加

(補
助

率
10

/1
0)

。
・

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

⼈
等

が
⾏

う
⾃

殺
防

⽌
に

係
る

取
組

へ
の

⽀
援

を
強

化
(補

助
率

10
/1

0)
 。

➢
⽣

活
困

窮
者

等
⽀

援
⺠

間
団

体
活

動
助

成
事

業
5億

円
(R

3補
正

)
➢

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

強
化

交
付

⾦
10

億
円

(R
3補

正
)

➢
地

域
⾃

殺
対

策
強

化
交

付
⾦

3億
円

(R
4)

生
活
困
窮
者
等
⽀
援
・
自
殺
防
止
対
策
【
厚
生
労
働
省
】

・
地

⽅
⾃

治
体

が
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

の
知

⾒
を

活
用

し
て

⾏
う

、
不

安
や

困
難

を
抱

え
る

⼥
性

に
寄

り
添

っ
た

相
談

⽀
援

等
へ

の
予

算
の

拡
充

。
➢

地
域

⼥
性

活
躍

推
進

交
付

⾦
✓

寄
り

添
い

⽀
援

型
プ

ラ
ス

、
つ

な
が

り
サ

ポ
ー

ト
型

3億
円

(R
3補

正
)

✓
寄

り
添

い
⽀

援
型

プ
ラ

ス
、

つ
な

が
り

サ
ポ

ー
ト

型
2億

円
(R

4)

⼥
性
に
寄
り
添
っ
た
相
談
⽀
援
【
内
閣
府
】

3
5
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・
⼦

ど
も

⾷
堂

・
⼦

ど
も

宅
⾷

へ
の

⾷
材

提
供

に
対

す
る

⽀
援

。
令

和
3年

度
補

正
予

算
で

引
き

続
き

⾷
材

調
達

費
等

を
定

額
補

助
。

・
⼦

ど
も

⾷
堂

等
の

団
体

に
⾷

品
提

供
を

⾏
う

フ
ー

ド
バ

ン
ク

へ
の

⽀
援

。
令

和
3年

度
補

正
予

算
で

⾷
品

の
受

入
れ

・
提

供
を

拡
⼤

す
る

た
め

に
必

要
な

経
費

、
⾷

品
ロ

ス
発

⽣
要

因
の

把
握

・
分

析
に

よ
る

フ
ー

ド
バ

ン
ク

と
の

連
携

強
化

の
た

め
の

経
費

の
⽀

援
を

拡
充

。
➢

国
産

農
林

⽔
産

物
等

販
路

新
規

開
拓

緊
急

対
策

事
業

の
う

ち
⼦

ど
も

⾷
堂

等
へ

の
⾷

材
提

供
に

対
す

る
⽀

援
5億

円
(R

3補
正

)
➢

フ
ー

ド
バ

ン
ク

⽀
援

緊
急

対
策

事
業

2億
円

(R
3補

正
)

➢
⾷

品
ロ

ス
削

減
総

合
対

策
事

業
の

う
ち

フ
ー

ド
バ

ン
ク

活
動

⽀
援

1億
円

(R
4)

※
上

記
の

他
、

地
域

で
の

⾷
育

の
推

進
に

お
け

る
⼦

ど
も

⾷
堂

等
へ

の
⽀

援
に

つ
い

て
⽀

援
対

象
を

拡
充

。
ま

た
、

政
府

備
蓄

米
の

⼦
ど

も
⾷

堂
等

へ
の

⽀
援

に
つ

い
て

申
請

手
続

き
を

簡
素

化
す

る
と

と
も

に
、

政
府

備
蓄

米
の

⼦
ど

も
宅

⾷
へ

の
無

償
交

付
の

⺠
間

利
用

の
拡

⼤
を

図
る

（
申

請
１

回
当

た
り

の
上

限
数

量
を

30
0k

gか
ら

45
0k

gに
引

上
げ

）
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
⽀
援
・
子
ど
も
食
堂
等
へ
の
食
材
提
供
⽀
援
【
農
林
⽔
産
省
】

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
が

実
施

す
る

住
宅

確
保

要
配

慮
者

に
対

す
る

⽀
援

活
動

へ
の

補
助

の
拡

充
。

令
和

3年
度

補
正

予
算

で
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
の

居
住

⽀
援

法
⼈

に
対

す
る

補
助

限
度

額
引

上
げ

(1
,0

00
万

円
→

1,
20

0万
円

)の
対

象
に

居
住

⽀
援

法
⼈

が
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

に
よ

る
入

居
⽀

援
を

⾏
う

場
合

等
を

追
加

。
➢

居
住

⽀
援

協
議

会
等

活
動

⽀
援

事
業

1億
円

(R
3補

正
)

9億
円

(R
4)

住
ま
い
の
⽀
援
【
国
⼟
交
通
省
】

〇
そ

の
他

の
⽀

援
➢

緊
急

的
住

居
確

保
・

⾃
⽴

⽀
援

対
策

及
び

更
⽣

保
護

就
労

⽀
援

事
業

【
法

務
省

】
８

億
円

(R
４

)
➢

孤
独

・
孤

⽴
に

起
因

す
る

消
費

者
被

害
の

防
⽌

等
の

た
め

の
啓

発
【

消
費

者
庁

】
0.

3億
円

(R
４

)
※

令
和

3年
度

補
正

予
算

で
新

た
に

き
め

細
か

な
対

応
と

し
て

、
孤

独
・

孤
⽴

対
策

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

(仮
称

)
設

⽴
準

備
経

費
【

内
閣

官
房

】
、

緊
急

的
住

居
確

保
・

⾃
⽴

⽀
援

対
策

に
お

い
て

新
型

コ
ロ

ナ
対

策
の

強
化

【
法

務
省

】
を

措
置

。
3

6
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総
合
経
済
対
策
に
お
け
る
孤
独
・
孤
⽴
対
策
（
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
、
R4

.1
2.
2）

・
地

⽅
⾃

治
体

が
NP

O
法

⼈
等

の
知

⾒
を

活
用

し
て

⾏
う

、
不

安
や

困
難

を
抱

え
る

⼥
性

に
寄

り
添

っ
た

相
談

事
業

等
へ

の
⽀

援
。

ま
た

、
男

性
の

活
躍

の
場

を
家

庭
や

地
域

社
会

に
広

げ
、

男
⼥

共
同

参
画

社
会

を
実

現
す

る
た

め
、

男
性

の
孤

独
・

孤
⽴

の
悩

み
な

ど
に

係
る

「
男

性
相

談
⽀

援
」

を
新

規
メ

ニ
ュ

ー
と

し
て

追
加

。
【

地
域

⼥
性

活
躍

推
進

交
付

⾦
】
３
億
円

⼥
性
に
寄
り
添
っ
た
相
談
⽀
援
【
内
閣
府
】

・
こ

ど
も

⾷
堂

等
へ

の
⾷

品
の

提
供

を
⾏

う
フ

ー
ド

バ
ン

ク
の

⾷
品

受
入

れ
・

提
供

の
拡

⼤
や

、
⾷

品
供

給
元

の
確

保
等

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
専

門
家

を
派

遣
す

る
⽀

援
の

予
算

を
拡

充
。

【
⾷

品
ロ

ス
削

減
及

び
フ

ー
ド

バ
ン

ク
⽀

援
緊

急
対

策
】
３
億
円

・
こ

ど
も

⾷
堂

等
の

共
⾷

の
場

の
提

供
や

こ
ど

も
宅

⾷
に

お
け

る
日

本
型

⾷
⽣

活
の

普
及

・
啓

発
な

ど
の

⾷
育

の
取

組
の

⽀
援

を
強

化
。

【
消

費
・

安
全

対
策

交
付

⾦
の

う
ち

「
地

域
で

の
⾷

育
の

推
進

」
】
５
億
円

フ
ー
ド
バ
ン
ク
⽀
援
・
食
育
の
推
進
【
農
林
⽔
産
省
】

・
NP

O
等

の
居

住
⽀

援
法

⼈
等

が
実

施
す

る
住

宅
確

保
要

配
慮

者
に

対
す

る
入

居
相

談
や

⾒
守

り
等

の
活

動
へ

の
⽀

援
の

予
算

を
拡

充
。

【
居

住
⽀

援
協

議
会

等
活

動
⽀

援
事

業
】
２
億
円

住
ま
い
の
⽀
援
【
国
⼟
交
通
省
】

・
NP

O
等

が
⾏

う
こ

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
に

係
る

地
⽅

公
共

団
体

に
よ

る
⽀

援
に

つ
い

て
、

⾷
事

、
⾷

材
等

の
提

供
を

⾏
う

⽀
援

を
強

化
す

る
た

め
補

助
上

限
額

を
引

上
げ

。
【

地
域

⼦
供

の
未

来
応

援
交

付
⾦

】
２
０
億
円

・
NP

O
等

が
⾏

う
居

場
所

づ
く

り
等

へ
の

効
果

的
な

⽀
援

⽅
法

等
を

検
討

す
る

た
め

の
モ

デ
ル

事
業

を
創

設
。

【
NP

O
等

と
連

携
し

た
こ

ど
も

の
居

場
所

づ
く

り
⽀

援
モ

デ
ル

事
業

（
新

規
）

】
２
億
円

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
【
内
閣
府
、
内
閣
官
房
・
厚
生
労
働
省
】

〇
地
域
に
お
け
る
孤
独
・
孤
⽴
対
策
の

モ
デ
ル
構
築

・
地

⽅
⾃

治
体

が
主

体
と

な
っ

た
地

⽅
版

孤
独

・
孤

⽴
対

策
官

⺠
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

整
備

を
通

じ
た

連
携

モ
デ

ル
を

構
築

し
、

全
国

展
開

を
推

進
。

〇
孤
独
・
孤
⽴
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
試
⾏

・
相

談
機

関
の

連
携

を
強

化
し

た
相

談
窓

口
を

設
け

、
孤

独
・

孤
⽴

に
関

す
る

様
々

な
相

談
を

受
け

つ
つ

、
相

談
デ

ー
タ

の
整

理
、

分
析

、
検

証
を

⾏
い

、
本

格
稼

働
に

向
け

た
モ

デ
ル

を
構

築
。

〇
声
を
上
げ
や
す
い
社
会
の
実
現
に

向
け
た
広
報
の
強
化

・
官

⺠
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
分

科
会

の
検

討
結

果
等

を
踏

ま
え

、
広

報
活

動
や

普
及

啓
発

等
を

強
化

。

１
各
種
⽀
援
策
を

届
け
る
た
め
の
環
境
整
備

【
内
閣
官
房
】

２
孤
独
・
孤
⽴
対
策
に
取
り
組
む
N
PO

等
へ
の
⽀
援
【
関
係
府
省
】

・
孤

独
・

孤
⽴

に
陥

る
危

険
性

の
高

い
⽣

活
困

窮
者

等
に

対
す

る
⽀

援
活

動
を

⾏
う

NP
O

法
⼈

等
の

取
組

へ
の

⽀
援

を
継

続
。

【
⽣

活
困

窮
者

等
⽀

援
⺠

間
団

体
活

動
助

成
事

業
】
５
億
円

・
NP

O
法

⼈
等

が
⾏

う
⾃

殺
防

⽌
に

係
る

取
組

へ
の

⽀
援

を
継

続
。

【
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
強

化
交

付
⾦

】
１
０
億
円

生
活
困
窮
者
等
⽀
援
・
自
殺
防
止
対
策
【
厚
生
労
働
省
】

・
NP

O
等

に
よ

る
孤

独
・

孤
⽴

問
題

に
対

す
る

日
常

⽣
活

環
境

で
の

早
期

対
応

や
予

防
に

資
す

る
先

駆
的

な
取

組
へ

の
⽀

援
を

新
た

に
実

施
。

【
地

域
に

お
け

る
孤

独
・

孤
⽴

対
策

実
証

調
査

（
新

規
）

】
１
億
円

地
域
に
お
け
る
取
組
モ
デ
ル
構
築
を
通
じ
た
⽀
援
【
内
閣
官
房
】

７
億
円

3
7
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地
⽅

版
「孤

独
・孤

⽴
対

策
官

⺠
連

携
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム
」

推
進

事
業

取
組

団
体

（
地

⽅
自

治
体

）
一

覧
（

計
29

団
体

（
都

道
府

県
・政

令
市

:1
2、

市
町

村
:1

7）
）

北
海

道

⻘
森

岩
手

宮
城

秋
田

山
形 福
島

茨
城

栃
木

群
馬 埼

玉
千

葉
東

京
神

奈
川

新
潟

富
山

石
川

福
井

山
梨

⻑
野

岐
阜

静
岡

愛
知

三
重

滋
賀

京
都

⼤
阪

兵
庫

奈
良

和
歌

山

鳥
取

島
根

岡
山

広
島

山
口

徳
島

香
川

愛
媛

高
知

福
岡

佐
賀

⻑
崎

熊
本

⼤
分

宮
崎

⿅
児

島
沖

縄

■
︓

都
道

府
県

・政
令

指
定

都
市

（
12

団
体

）
（

第
一

次
取

組
団

体
︓

9団
体

、第
⼆

次
取

組
団

体
︓

3団
体

）

□
︓

市
町

村
（

17
団

体
）

（
第

一
次

取
組

団
体

︓
9団

体
、第

⼆
次

取
組

団
体

︓
8団

体
）

※
【団

体
決

定
日

】
第

一
次

︓
R4

.7
.2

9、
第

⼆
次

︓
R4

.9
.3

0
■

北
海

道
□

釧
路

市
□

登
別

市

■
⻘

森
県

■
熊

本
市

□
山

形
市

□
鶴

岡
市

□
伊

勢
市

□
名

張
市

■
大

阪
府

□
枚

⽅
市

□
三

原
市

□
尾

道
市

□
府

中
市

■
埼

玉
県

■
岐

阜
県

■
滋

賀
県

■
京

都
市

■
鳥

取
県

□
鳥

取
市

■
徳

島
県

■
愛

媛
県

□
宇

和
島

市

■
北

九
州

市
□

市
原

市
□

鎌
倉

市

□
笠

岡
市

□
津

久
⾒

市

□
須

坂
市

3
8
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キ
ー

ワ
ー

ド
は

「
連

携
・

協
働

」

-41-



目
次

１
．

コ
ロ

ナ
禍

で
の

⽀
援

２
．

「
つ

な
が

り
」

孤
独

・
孤

⽴
に

つ
い

て

３
．

孤
独

・
孤

⽴
の

調
査

か
ら

４
．

地
域

で
何

を
し

て
い

け
ば

い
い

か

-42-



ひ
き

こ
も

り
の

⼈
へ

の
⽀

援
を

例
に

-43-



読
売

新
聞

20
22

年
10

月
27

日
配

信
記

事
よ

り

⼩
中

学
⽣

の
不

登
校

は
過

去
最

多
に

-44-



東
京

新
聞

20
22

年
6月

9日
配

信
記

事
よ

り

江
⼾

川
区

調
査

で
は

「
ひ

き
こ

も
り

」
が

約
80

00
⼈

-45-



・
年

代
（

本
⼈

&家
族

）
、

将
来

の
展

望
・

体
調

、
病

気
・

障
が

い
・

経
済

⼒
（

本
⼈

&家
庭

）
、

就
労

経
験

等
・

家
族

と
の

関
係

、
暴

⼒
の

有
無

・
友

⼈
、

知
⼈

、
隣

⼈
等

と
の

「
つ

な
が

り
」

・
相

談
機

関
等

と
の

「
つ

な
が

り
」

状
況

や
背

景
に

よ
っ

て
「

ひ
き

こ
も

り
」

の
⼈

に
必

要
な

⽀
援

は
異

な
っ

て
い

る

-46-



・
20

代
半

ば
不

登
校

で
高

校
中

退
・

精
神

疾
患

あ
り

通
院

は
し

て
い

る
・

家
族

と
同

居
関

係
悪

化
⽗

か
ら

暴
⼒

あ
り

・
本

⼈
名

義
の

資
産

は
数

万
円

の
み

・
就

労
経

験
な

し
⾃

信
も

な
い

・
家

を
出

て
⽣

活
し

た
い

も
や
い
に
き
た
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
人
か
ら
の
相
談

-47-



・
50

代
後

半
約

30
年

間
ひ

き
こ

も
り

・
⺟

の
年

⾦
で

⽣
活

し
て

い
た

が
⺟

が
逝

去
・

貯
⾦

は
残

り
30

万
円

ほ
ど

・
⻑

ら
く

働
い

て
お

ら
ず

⾃
信

が
な

い
・

⼀
⼈

用
の

部
屋

に
引

っ
越

し
た

い
・

仕
事

を
⾒

つ
け

た
い

が
お

⾦
が

続
か

な
い

も
や
い
に
き
た
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
人
か
ら
の
相
談

-48-



・
50

代
前

半
の

親
か

ら
の

相
談

・
20

代
息

⼦
が

ア
パ

ー
ト

で
独

り
暮

ら
し

・
息

⼦
は

働
か

ず
、

就
労

経
験

も
な

し
・

毎
月

資
⾦

援
助

し
て

い
る

・
仕

事
を

さ
せ

て
⾃

⽴
さ

せ
た

い
・

こ
れ

以
上

資
⾦

援
助

は
で

き
な

い

も
や
い
に
き
た
「
ひ
き
こ
も
り
」
の
人
か
ら
の
相
談

-49-



複
合

的
な

課
題

を
抱

え
る

ひ
き

こ
も

り
の

⼈
就

学
や

就
労

で
き

ず
、

経
済

的
負

担
、

孤
独

・
孤

⽴
、

健
康

不
安

、
精

神
疾

患
、

親
の

介
護

、
家

族
関

係
不

和
、

DV
被

害
、

虐
待

等
事

情
は

⼀
⼈

ひ
と

り
違

う

⺠
間

⽀
援

機
関

A
ひ

き
こ

も
り

相
談

公
的

機
関

B
福

祉
事

務
所

、
若

者
相

談

医
療

機
関

C
心

療
内

科
等

⺠
間

⽀
援

機
関

D
困

窮
者

⽀
援

NP
O

⺠
間

⽀
援

機
関

E
⾃

殺
予

防
ダ

イ
ヤ

ル

対
応

・
継

続
⽀

援

別
機

関
に

リ
フ

ァ
ー

対
応

・
継

続
⽀

援

別
機

関
に

リ
フ

ァ
ー

対
応

・
継

続
⽀

援

別
機

関
に

リ
フ

ァ
ー

対
応

・
継

続
⽀

援

別
機

関
に

リ
フ

ァ
ー

対
応

・
継

続
⽀

援

別
機

関
に

リ
フ

ァ
ー

ご
本

⼈
が

ど
こ

に
相

談
す

る
か

は
わ

か
ら

な
い

官
⺠

の
ど

の
⽀

援
機

関
も

⽀
援

の
「

入
口

」
に

な
り

得
る

ど
の

機
関

も
個

別
に

対
応

し
て

い
る

特
に

官
⺠

の
連

携
・

協
⼒

は
薄

い

現
場

レ
ベ

ル
で

の
分

野
を

こ
え

た
連

携
、

協
⼒

が
必

要

各
⽀

援
分

野
の

枠
組

み
を

こ
え

て
、

官
⺠

の
垣

根
を

こ
え

て
、

「
⼤

き
な

チ
ー

ム
」

を
作

る
こ

と
が

必
要

。
顔

の
⾒

え
る

「
⼤

き
な

チ
ー

ム
」

が
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
&ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

伴
走

し
て

い
く

体
制

の
構

築
を

。

-50-



⽣
活

困
窮

と
、

ほ
か

に
も

複
合

的
な

課
題

を
抱

え
る

ひ
き

こ
も

り
の

⼈
孤

独
・

孤
⽴

、
健

康
不

安
、

精
神

疾
患

、
親

の
介

護
、

家
族

関
係

不
和

、
DV

被
害

、
虐

待
被

害
等

（
事

情
は

⼀
⼈

ひ
と

り
違

う
）

リ
フ

ァ
ー

「
先

」
で

あ
り

「
元

」
で

あ
る

〈
も

や
い

〉

・
現

状
で

は
、

個
別

に
ツ

テ
や

⼈
脈

を
た

ど
っ

て
リ

フ
ァ

ー
先

に
つ

な
い

で
い

る
状

況
。

・
仕

組
み

と
し

て
リ

フ
ァ

ー
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

作
り

が
で

き
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
・

リ
フ

ァ
ー

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
に

公
的

資
⾦

も
入

っ
て

い
な

い
。

【
リ

フ
ァ

ー
元

の
場

合
】

も
や

い
で

対
応

（
⽣

活
困

窮
分

野
）

相
談

⽀
援

、
入

居
⽀

援
、

居
場

所
等

⽀
援

機
関

A

⽀
援

機
関

B

⽀
援

機
関

C

⽀
援

機
関

D

各
分

野
の

⽀
援

機
関

に
必

要
に

応
じ

て
リ

フ
ァ

ー

-51-



さ
ま

ざ
ま

な
機

関
、

団
体

、
グ

ル
ー

プ
が

連
携

・
協

⼒
し

て
⽀

援
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

-52-



日
常

緊
急

【
福

祉
的

⽀
援

】
相

談
⽀

援
給

付
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

【
地

域
を

豊
か

に
す

る
取

り
組

み
】

NP
O

等
の

活
動

の
促

進
文

化
・

芸
術

・
ス

ポ
ー

ツ
等

【
つ

な
が

り
作

り
の

⽀
援

】
居

場
所

社
会

参
加

の
機

会
の

提
供

地
域

で
の

⽀
援

の
輪

を
拡

げ
て

い
く

た
め

に
は

︖

⇒
多

様
な

「
活

動
」

「
担

い
手

」
「

連
携

」
が

ベ
ー

ス
に

な
る

⇒
地

域
で

何
を

お
こ

な
っ

て
い

く
べ

き
か

︖

-53-



【
コ

ロ
ナ

禍
で

「
⽣

き
づ

ら
さ

」
は

拡
⼤

】
年

越
し

派
遣

村
を

こ
え

る
⼈

数
が

⾷
料

品
配

布
に

…
…

。
各

地
の

困
窮

者
⽀

援
、

フ
ー

ド
バ

ン
ク

、
⼦

ど
も

⾷
堂

で
の

⽀
援

の
拡

⼤

【
そ

も
そ

も
「

つ
な

が
り

」
が

希
薄

な
社

会
に

な
っ

て
い

る
】

⼈
口

減
、

核
家

族
化

、
所

得
減

な
ど

、
著

し
い

社
会

の
変

化
「

つ
な

が
り

」
に

対
す

る
⽀

援
は

こ
れ

ま
で

脆
弱

だ
っ

た

【
政

府
の

孤
独

・
孤

⽴
対

策
が

少
し

ず
つ

始
ま

る
】

全
国

調
査

で
約

4割
が

「
孤

独
」

、
約

4割
が

「
孤

⽴
」

孤
独

・
孤

⽴
は

誰
に

も
起

こ
り

得
る

、
起

こ
り

や
す

い
状

況
も

あ
る

【
地

域
で

で
き

る
こ

と
は

︖
】

孤
独

・
孤

⽴
は

複
合

的
、

重
層

的
に

さ
ま

ざ
ま

な
テ

ー
マ

に
関

わ
っ

て
い

る
地

域
の

さ
ま

ざ
ま

な
機

関
、

団
体

が
連

携
、

協
⼒

す
る

こ
と

が
必

要

→
個

別
の

「
⽀

援
」

の
体

制
づ

く
り

（
連

携
や

協
働

、
DX

や
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
）

→
「

つ
な

が
り

」
を

基
軸

と
し

た
「

地
域

づ
く

り
」

ま
と

め
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質
疑

応
答
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３ パネルディスカッション 

「～誰も孤立することのない地域づくりに向けて～」 

【コーディネーター】 

認定特定非営利活動法人 自立生活サポートセンター・もやい理事長 

内閣官房孤独・孤立対策担当室 政策参与 

大西 連 氏 

【パネラー】 

・玉村町役場 健康福祉課 ＣＳＷ 阿部 美那子 氏 

・藤岡市社会福祉協議会（藤岡市自立相談支援機関） 主任相談支援員 

篠原 康一 氏 

・渋川市民生委員児童委員協議会 会長 石北 智子 氏 
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令
和
４
年
度
地
域
共
生
社
会
推
進
セ
ミ
ナ
ー

「
～
誰
も
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
～
」

玉
村
町
役
場
健
康
福
祉
課

C
S
W
阿
部
美
那
子 1
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～
県
央
の
未
来
を
紡
ぐ
玉
村
町
～

▶
人
口

３
５
，
９
８
０
人
（
令
和
5
年
1
月
1
日
現
在
）

【
ピ
ー
ク
時
3
8
,1
6
8
人
（
平
成
１
７
年
１
０
月
１
日
）
】

▶
高
齢
化
率

２
６
.８
％
（
令
和
5
年
1
月
1
日
現
在
）

▶
ト
ピ
ッ
ク
ス
♪

「
道
の
駅
玉
村
宿
」
、
「
田
園
夢
花
火
」
、
「
玉
村
八
幡
宮
」
、
「
全
国
食
肉
学
校
」
、

「
群
馬
県
立
女
子
大
学
」
、
「
高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
IC
」
、

「
虹
色
の
マ
チ
T
A
M
A
M
U
R
A
（
分
譲
地
・
販
売
中
）
」

令
和
４
年
～
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
ス
タ
ー
ト

玉
村
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
ま
た
ん

2
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【
玉
村
町
】
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施
イ
メ
ー
ジ
（
R4

〜
）

【
Ⅱ

参
加

支
援

・
Ⅲ

地
域

づ
く

り
に

向
け

た
支

援
】

・
多

機
関

協
働

事
業

に
つ

な
が

っ
た

単
独

で
解

決
す

る
こ

と
が

難
し

い
事

例
に

つ
い

て
、

参
加

支
援

事
業

に
よ

り
、

多
様

な
社

会
参

加
に

つ
な

ぐ
。

・
既

存
の

地
域

づ
く

り
に

向
け

た
支

援
に

係
る

事
業

で
は

、
基

本
は

当
該

専
門

分
野

に
お

け
る

支
援

を
提

供
す

る
が

、
支

援
対

象
者

（
世

帯
）

の
状

況
に

応
じ

て
柔

軟
な

利
⽤

も
可

能
と

す
る

。
ま

た
、

共
助

の
基

盤
づ

く
り

事
業

を
中

心
に

、
多

様
な

社
会

参
加

の
場

づ
く

り
や

多
様

な
主

体
の

結
び

つ
き

を
促

す
。

・
健

康
福

祉
課

高
齢

政
策

係
に

チ
ー

ム
オ

レ
ン

ジ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（

TO
C)

を
配

置
、

同
課

社
会

福
祉

係
に

CS
W

（
多

機
関

協
働

も
担

う
）

を
配

置
し

、
両

者
を

中
心

に
取

り
組

む
。

玉
村
町
役
場
（
福
祉
の
な
ん
で
も
相
談
窓
口
）

障
が

い
者

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

地
域

子
育

て
支

援
拠

点
事

業
＜

直
営

＞

多
機
関
協
働
事
業

重
層
的
支
援
会
議

参
加
支
援
事
業

TO
C

CS
W

玉
村
町
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
（
参
加
支
援
・
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
）
※
住
⺠
に
⾝
近
な
圏
域
と
し
て
５
つ
の
⼩
学
校
区
を
設
定

共
助

の
基

盤
づ

く
り

事
業

（
地

域
課

題
解

決
推

進
事

務
局

）

NP
O
法

人
等

（
フ

ー
ド

バ
ン

ク
）

一
般

介
護

予
防

事
業

＜
直

営
・

委
託

＞

生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

＜
SC

︓
⺠

協
会

⻑
・

福
祉

施
設

従
事

者
＞

NP
O
法

人
等

（
子

ど
も

食
堂

）

O
S O
S O
S O

S O
S

サ
ポ

ス
テ

認
知

症
カ

フ
ェ

な
に

も
し

な
く

て
い

い
場

所
＜

ひ
き

こ
も

り
の

居
場

所
＞

ダ
ス

ト
お

助
け

隊

地
域
住
⺠
相
互
の
支
え
合
い

つ
な

ぎ

つ
な

ぎ

つ
な

ぎ

つ
な

ぎ

ま
ち

の
保

健
室

＜
ふ

れ
あ

い
の

居
場

所
＞

つ
な

ぎ

支
援

支
援

玉
村

町
社

会
福

祉
協

議
会

一
般

介
護

予
防

事
業

＜
直

営
＞つ
な

ぎ

緊
急

時
２

４
時

間
電

話
窓

口
＜

委
託

＞
つ

な
ぎ

委
託

◆
実

施
体

制
健

康
福

祉
課

各
係

に
お

い
て

対
応

社
会

福
祉

係
高

齢
政

策
係

障
が

い
福

祉
係

※
ま

ち
の

保
健

室
、

な
に

も
し

な
く

て
い

い
場

所
は

委
託

◆
支

援
の

流
れ

・
重

層
的

支
援

会
議

で
の

支
援

方
法

の
検

討
・

対
象

者
の

ニ
ー

ズ
等

に
沿

っ
た

つ
な

ぎ
・

必
要

に
応

じ
た

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
の

実
施

・
ひ

き
こ

も
り

の
方

の
参

加
支

援
の

つ
な

ぎ
先

の
一

つ
・

⽇
頃

か
ら

情
報

交
換

す
る

ほ
か

、
同

⾏
も

実
施

ふ
れ

あ
い

の
居

場
所

を
活

⽤
（

既
存

の
居

場
所

）

◆
オ

レ
ン

ジ
サ

ポ
ー

タ
ー

認
知

症
カ

フ
ェ

で
の

支
援

◆
緊

急
時

２
４

時
間

電
話

窓
口

障
害

分
野

の
地

域
生

活
拠

点
整

備
事

業
の

一
環

（
親

な
き

あ
と

支
援

）

3
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ち
ょ
こ
っ
と
福
祉
の
相
談
所

令
和
２
年
４
月
～

町
内
に
い
る
様
々
な
専
門
家
に
身

近
な
相
談
役
を

お
願
し
、
必
要
な
時
は
行
政
へ
つ

な
い
で
い
た
だ
く

橋
渡
し
役
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

現
在
（
令
和
５
年
１
月
現
在
）

１
８
か
所

4
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法
テ
ラ
ス
の

指
定
相
談
場
所

☆
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☆
若
者
サ
ポ
―
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

令
和
３
年
４
月
２
７
日
に
群
馬
県
司
法
書
士
会
と
協
定
を
締
結

5
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み
な

さ
ん

へ
お

願
い

 
こ

こ
は

、
ひ

き
こ

も
り

の
当

事
者

、
家

族
の

た
め

の
居

場
所

で
す

 

 ★
秘

密
厳

守
（

こ
こ

を
出

た
ら

、
今

日
の

内
容

は
話

さ
な

い
）

 

★
参

加
す

る
相

手
を

批
判

し
な

い
 

★
話

し
た

く
な

い
時

や
り

た
く

な
い

時
は

そ
れ

を
受

け
入

れ
る

 

★
み

ん
な

が
話

せ
る

よ
う

に
、

一
人

の
人

が
長

く
な

ら
ず

譲
り

合
う

 

★
こ

こ
を

出
て

か
ら

の
参

加
者

の
交

流
は

自
己

責
任

で
す

 

ひ
き
こ
も
り
支
援

6
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ケ
ー
ス
報
告
①

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
相
談

「
支
援
先
の
家
に
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
子
（
成
人
）
が
い
る
。
心
配
だ
。
」

介
入
①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
訪
問

②
ひ
き
こ
も
り
の
居
場
所
を
マ
ッ
チ
ン
グ

現
在
・
毎
月
ひ
き
こ
も
り
の
居
場
所
に
参
加

・
ゲ
ー
ム
や
趣
味
を
参
加
者
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
る

7
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ケ
ー
ス
報
告
②

●
区
長
・
民
生
委
員
か
ら
相
談

「
頻
繁
に
救
急
車
を
呼
ん
で
搬
送
さ
れ
て
い
る
人
が
い
る
。

家
族
と
住
ん
で
い
る
が
食
事
も
ま
ま
な
ら
な
い
と
言
う
話
。
心
配
だ
。
」

介
入
①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
訪
問

②
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
と
訪
問

③
相
談
支
援
専
門
員
と
訪
問

連
携
し
た
機
関
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
基
幹
、
精
神
科
の
病
院
、
ﾌ
ｰ
ﾄﾞ
ﾊ
ﾞﾝ
ｸ

相
談
支
援
専
門
員
、
保
健
福
祉
事
務
所
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
作
業
所

現
在
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活

・
作
業
所
へ
通
っ
て
い
る

8
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孤
立
さ
せ
な
い

と
り
こ
ぼ
さ
な
い

町
は
み
ん
な
が
生
き
る
場
所

9
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令
和
４
年
度

地
域
共
生
社
会
推
進
セ
ミ
ナ
ー

社
会
福
祉
協
議
会
と
地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て

～
包
括
的
支
援
体
制
と
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
考
え
る
～

藤
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
藤
岡
市
自
立
相
談
支
援
機
関
）

主
任
相
談
支
援
員

篠
原

康
一

1
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社
会
福
祉
協
議
会
っ
て
こ
ん
な
組
織
で
す

〇
今
回
お
話
し
す
る
事
業
内
容
は
、
群
馬
県
に
あ
る
平
均
的
な
社
会
福

祉
協
議
会
に
な
り
ま
す
。

〇
お
住
い
の
市
町
村
に
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
行
っ
て
い
る
事

業
も
あ
れ
ば
、
行
っ
て
い
な
い
事
業
も
あ
り
ま
す
。
も
し
、
初
め
て
聞
く
事

業
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
「こ
ん
な
事
業
も
あ
る
ん
だ
な
」
と
温
か
い
お
気
持
ち

で
聞
い
て
頂
け
る
と
嬉
し
い
で
す
(^
^)

2
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社
会
福
祉
協
議
会
っ
て
こ
ん
な
組
織
で
す

〇
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福
祉
法
第
1
0
9
条
で
定
め
ら
れ
た
民

間
の
社
会
福
祉
団
体
で
す
。

〇
社
会
福
祉
法
で
は
、
①
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
行
わ
れ
る
様
々
な
社
会
福

祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
企
画
及
び
実
施
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
社
会

福
祉
に
関
す
る
活
動
へ
の
住
民
参
加
の
た
め
の
援
助
、
③
社
会
福
祉
を
目
的

と
す
る
事
業
に
関
す
る
調
査
、
普
及
、
宣
伝
、
連
絡
、
調
整
及
び
助
成
、
④
社

会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
健
全
な
発
達
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
が

市
町
村
社
協
の
事
業
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

3

-68-



社
会
福
祉
協
議
会
っ
て
こ
ん
な
組
織
で
す

〇
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
本
的
性
格
は
、
新
・
社
会
福
祉
協
議

会
基
本
要
項
に
お
い
て
、
①
地
域
に
お
け
る
住
民
組
織
と
公
私
の
社
会

福
祉
事
業
関
係
者
等
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
②
住
民
主
体
の
基
本
理
念
に

基
づ
き
、
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
福
祉
の
実
現
を
目
指
し
、
③
住
民
の
福
祉
活
動

の
組
織
化
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
連
絡
調
整
お
よ
び
事
業

の
企
画
・実
施
な
ど
を
行
う
、
④

市
区
町
村
，
都
道
府
県
・
指
定
都
市
，

全
図
を
結
ぶ
公
共
性
と
自
主
性
を
有
す
る
民
間
組
織
で
あ
る
。
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

4
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社
会
福
祉
協
議
会
は
こ
ん
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

・地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

・
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

・
小
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

（
地
区
社
協
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
）

・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
市
民
活
動
の
推
進

・
住
民
参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

・
住
民
、
当
事
者
、
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
の
連

絡
調
整

・地
域
福
祉
財
源
の
造
成
、
助
成
事
業

・
当
事
者
組
織
・
団
体
、
社
会
福
祉
関
係
諸
団
体

の
支
援

・
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
運
動
へ
の
協
力

・
福
祉
教
育

・
災
害
時
支
援

・
生
活
福
祉
資
金

・地
域
総
合
相
談

・地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

・高
齢
者
・
障
害
者
・児
童
等
の
権

利
擁
護
セ
ン
タ
ー

・成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

・自
立
相
談
支
援
事
業
（
生
活
困

窮
者
）

・法
人
連
絡
会

5
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社
会
福
祉
協
議
会
は
こ
ん
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

・ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・デ
イ
サ
ー
ビ
ス

・居
宅
介
護
支
援

・食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

・外
出
支
援
事
業

他
に
も
た
く
さ
ん
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

6
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「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

平
成
２
７
年
９
月

平
成
２
９
年
２
月

「
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」（
「
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
シ
ス
テ
ム
等
の
あ
り
方
検
討
P
T」
報
告
）

多
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
支
援
体
制
構
築
事
業
（平
成
２
８
年
度
予
算
）

平
成
２
８
年
６
月

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」（
閣
議
決
定
）に
地
域
共
生
社
会
の
実
現
が
盛
り
込
ま
れ
る

７
月

「
我
が
事
・丸
ご
と
」地
域
共
生
社
会
実
現
本
部
の
設
置

１
０
月

地
域
力
強
化
検
討
会
（
地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
課
題
解
決
力
強
化
・相
談
支
援
体
制
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
）の
設
置

１
２
月

地
域
力
強
化
検
討
会
中
間
と
り
ま
と
め

「
我
が
事
・丸
ご
と
」の
地
域
づ
く
り
の
強
化
に
向
け
た
モ
デ
ル
事
業
（平
成
２
９
年
度
予
算
）

社
会
福
祉
法
改
正
案
（地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
）
を
提
出

「
「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
に
向
け
て
（当
面
の
改
革
工
程
）」
を
「我
が
事
・丸
ご
と
」地
域
共
生
社
会
実
現
本
部
で
決
定

５
月

社
会
福
祉
法
改
正
案
の
可
決
・成
立

→
６
月
改
正
社
会
福
祉
法
の
公
布

※
改
正
法
の
附
則
に
お
い
て
、
「公
布
後
３
年
を
目
処
と
し
て
、
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
を
全
国
的
に
整
備
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
。

平
成
３
０
年
４
月

令
和
元
年
５
月

７
月

１
２
月

令
和
２
年
３
月

６
月

９
月

地
域
力
強
化
検
討
会
最
終
と
り
ま
と
め

１
２
月

「
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
に
関
す
る
指
針
」の
策
定
・公
表
及
び
関
連
通
知
の
発

出

改
正
社
会
福
祉
法
の
施
行

地
域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
（地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
包
括
的
支
援
と
多
様
な
参
加
・協
働
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会
）設
置

地
域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
中
間
と
り
ま
と
め

地
域
共
生
社
会
推
進
検
討
会
最
終
と
り
ま
と
め

社
会
福
祉
法
等
改
正
法
案
（地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
の
社
会
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
）を
提
出

改
正
社
会
福
祉
法
の
可
決
・成
立

※
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
に
関
す
る
改
正
規
定
は
令
和
３
年
４
月
施
行

7
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社
会
福
祉
法
（
昭
和
2
6
年
3
月
2
9
日
法
律
第
4
5
号
）
第
４
条
の
変
遷

２
～
３

（
略
）

（
地
域
福
祉
の
推
進
）

第
四
条

地
域
住
民
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る
者
及
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動
を
行
う
者
は
、
相
互
に
協
力
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
す
る
地
域
住
民
が
地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
日
常
生
活
を
営
み
、
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成
2
9
年
6
月
改
正

（
地
域
福
祉
の
推
進
）

第
四
条

地
域
住
民
、
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経
営
す
る
者
及
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
活
動
を
行
う
者
（
以
下
「
地
域
住
民
等
」
と
い
う
。
）
は
、
相

互
に
協
力
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
が
地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
日
常
生
活
を
営
み
、
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
地
域
住
民
等
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
当
た
つ
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
及
び
そ
の
世
帯
が
抱
え
る
福
祉
、
介
護
、
介
護
予
防
（
要

介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
を
い
う
。
）
、
保
健
医
療
、
住

ま
い
、
就
労
及
び
教
育
に
関
す
る
課
題
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
地
域
住
民
の
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
そ
の
他
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
地
域

住
民
が
日
常
生
活
を
営
み
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
加
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
上
で
の
各
般
の
課
題
（
以
下
「
地
域
生
活
課
題
」
と
い
う
。
）
を
把
握

し
、
地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
資
す
る
支
援
を
行
う
関
係
機
関
（
以
下
「
支
援
関
係
機
関
」
と
い
う
。
）
と
の
連
携
等
に
よ
り
そ
の
解
決
を
図
る
よ
う
特
に
留

意
す
る
も
の
と
す
る
。

令
和
2
年
6
月
改
正

（
地
域
福
祉
の
推
進
）

第
四
条

地
域
福
祉
の
推
進
は
、
地
域
住
民
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
参
加
し
、
共
生
す
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

平
成
1
2
年
1
1
月
改
正

8
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す
べ
て
の
人
の
生
活
の
基
盤
と
し
て
の
地
域

す
べ
て
の
社
会
・
経
済
活
動
の
基
盤
と
し
て
の
地
域

交
通

産
業

農
林

環
境

支
え
・
支
え
ら
れ
る
関
係
の
循
環

～
誰
も
が
役
割
と
生
き
が
い
を
持
つ
社
会
の
醸
成
～

◇
社
会
経
済
の
担
い
手
輩
出

◇
地
域
資
源
の
有
効
活
用
、

雇
用
創
出
等
に
よ
る
経
済

価
値
の
創
出

地
域
に
お
け
る
人
と
資
源
の
循
環

～
地
域
社
会
の
持
続
的
発
展
の
実
現
～

◆
制
度
・分
野
ご
と
の
『
縦
割
り
』
や
「
支
え
手
」
「
受
け
手
」と
い
う
関
係
を
超
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主

体
が
『
我
が
事
』
と
し
て
参
画
し
、
人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
て
『
丸
ご
と
』
つ
な
が
る
こ
と
で
、
住

民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に
創
っ
て
い
く
社
会

◇
居
場
所
づ
くり

◇
社
会
と
の
つ
な
が
り

◇
多
様
性
を
尊
重
し
包
摂

す
る
地
域
文
化

◇
生
き
が
い
づ
くり

◇
安
心
感
あ
る
暮
ら
し

◇
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防

◇
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

◇
就
労
や
社
会
参
加
の
場

や
機
会
の
提
供

◇
多
様
な
主
体
に
よ
る
、

暮
ら
し
へ
の
支
援
へ
の
参
画

地
域
共
生
社
会
と
は

9
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社
会
福
祉
協
議
会
は
以
前
よ
り

「地
域
総
合
相
談
・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
」持
っ
て
い
ま
し
た

①
相
談
と
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

②
生
活
全
体
を
意
識
し
支
え
る
こ
と

③
要
支
援
者
が
住
む
地
域
社
会
を
意
識
し
て
支
え
る
こ
と

④
総
合
的
に
支
え
る
こ
と

「
地
域
総
合
相
談
・
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
て

～
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
提
言
～
（
2
0
0
5
年

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

1
0
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
（
第
4
条
第
１
項
）

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
と
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
位
置
づ
け

（
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
３
）

（
改
正
社
会
福
祉
法
第
1
0
6
条
の
４
）

地
域
福
祉
の
推
進

（
第
4
条
第
2
項
）

地
域
生
活
課
題
の
把
握
、
連
携

に
よ
る
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

（
第
４
条
第
３
項
）

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備

（
第
1
0
6
条
の
3
）

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

（
第
1
0
6
条
の
４
）

1
1
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地
域
共
生
社
会
と
包
括
的
支
援
体
制
が
必
要
な
背
景

◆
高
齢
、
障
害
、
児
童
等
の
各
分
野
ご
と
の
相
談
体
制
で
は
対
応
が
困
難
な
、
世
帯
の
中
で
課
題
が
複
合
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
、
制
度
の
狭
間
に

あ
る
ケ
ー
ス
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
自
ら
相
談
に
行
く
力
が
な
く
、
地
域
の
中
で
孤
立
（
時
に
は
排
除
）
し
て
い
る
ケ
ー
ス
な
ど
を
確
実
に
支
援
に
つ
な

げ
る
。
か
つ
、
生
活
支
援
や
就
労
支
援
等
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
で
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
た
人
自
身
が
地
域
を
支
え
る
側
に
も
な
り
う
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
を
行
う
。

◆
既
存
の
相
談
支
援
機
関
を
活
用
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
が
連
携
す
る
体
制
づ
く
り
を
行
う
。

対
応
が

で
き
て

い
な
い

ニ
ー
ズ

●
世
帯
の
複
合
課
題

➢
本
人
又
は
世
帯
の
課
題
が
複
合

（８
０
５
０
、
ダ
ブ
ル
ケ
ア
等
）

●
制
度
の
狭
間

➢
制
度
の
対
象
外
、
基
準
外
、
一
時
的
な
ケ
ー

ス
。

●
自
ら
相
談
に
行
く
力
が
な
い

➢
頼
る
人
が
い
な
い
、
自
ら
相
談
に
行
く
こ
と
が

困
難
。
社
会
的
孤
立
・排
除

➢
周
囲
が
気
づ
い
て
い
て
も
対
応
が
分
か
ら
な

い
、
見
て
見
ぬ
振
り
（地
域
の
福
祉
力
の
脆
弱

化
）

※
「
貧
困
」
「
生
活
困
窮
」
が
絡
む
ケ
ー
ス
も
多
い

対
応
が

で
き
て

い
る
ニ

ー
ズ

改 正 法 施 行 後

➢
相
談
す
る
先
が
わ

か
っ
て
い
る
課
題

➢
自
ら
相
談
に
行
く
力

が
あ
る

各
分
野
の
相
談
機
関

で
対
応

・地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

・相
談
支
援
事
業
所

（障
害
）

等

＜
現
在
＞

＜
対
応
＞

市
町
村
に
お
け
る

包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備

＜
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
＞

【
1
】
「
他
人
事
」が
「我
が
事
」に

な
る
よ
う
な
環
境
整
備

・住
民
参
加
を
促
す
人
へ
の
支
援

・住
民
の
交
流
拠
点
や
機
会
づ
く
り

【
2
】
住
民
に
身
近
な
圏
域
で
、
分
野
を

超
え
た
課
題
に
総
合
的
に
相
談
に

応
じ
る
体
制
づ
く
り

・地
区
社
協
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
相
談
支
援
事
業
所
、
地
域
子

育
て
支
援
拠
点
等
で
実
施

【
3
】
公
的
な
関
係
機
関
が
協
働
し
て
課

題
を
解
決
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り

・生
活
困
窮
者
自
立
支
援
機
関
な
ど

が
中
核

＜
第
１
０
６
条
の
３
＞

小 中 学 校 区 等 の 圏 域 市 町 村 域 等

◆
地
域
住
民
が
課
題
を
抱
え
た
人
や
世

帯
に
、
「安
心
し
て
気
づ
く
」こ
と
が
で

き
る

◆
課
題
の
早
期
発
見
に
よ
り
、
深
刻
化
す

る
前
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

◆
世
帯
の
複
合
課
題
や
制
度
の
対
象
に

な
ら
な
い
課
題
も
含
め

て
、
適
切
な
関

係
機
関
に
つ
な

ぎ
、
連
携
し
な
が
ら
、

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

◆
地
域
住
民
と
協
働
し
て
新
た
な
社
会

資
源
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る

◆
本
人
も
支
え
る
側
（担
い
手
）に

も
な
り

、
生
活
の
張
り
や
生
き
が
い
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る

1
2

-77-



1
3

-78-



○
社
会
保
険
制
度

○
労
働
保
険
制
度

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

（
H
2
7
.4
～
）

○
求
職
者
支
援
制
度

（
H
2
3
.1
0
～
）

第 １ の ネ ッ ト 第 ２ の ネ ッ ト 第 ３ の ネ ッ ト

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
制
度
及
び
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
で
の
自
立
を
支
援
す
る
生
活
困
窮
者

支
援
制
度
に
よ
り
、
生
活
に
困
窮
す
る
者
に
対
し
て
、
重
層
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
成
し
て
い
る
。

○
生
活
保
護
制
度

生
活
に
困
窮
す
る
者
に
対
す
る
重
層
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

・
最
低
生
活
の
保
障

・
自
立
の
助
長

1
4
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１
．
法
の
対
象
と
な
る
「
生
活
困
窮
者
」
と
は
、
「
就
労
の
状
況
、
心
身
の
状
況
、

地
域
社
会
と
の
関
係
性
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
、
現
に
経
済
的
に
困
窮
し
、

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
」

（
法
第
３
条
第
１
項
）
。

２
．
そ
の
上
で
、
自
立
相
談
支
援
事
業
に
お
い
て
は
、
相
談
事
業
の
性
格
上
、
資
産
・
収
入

に
関
す
る
具
体
的
な
要
件
を
設
け
る
も
の
で
は
な
く
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
生
活
困

窮
者
が
い
わ
ゆ
る
「
制
度
の
狭
間
」
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り
幅
広
く
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
。

「
生
活
困
窮
者
」
と
は
？

1
5
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経
済
的
困
窮「
生
活
困
窮
者
」
と
は
？

情
報
の
困
窮

人
間
関
係
の
困
窮

地
域
と
の
繋
が
り
の
困
窮

1
6
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(４
)継

続
的
な
支
援
…
自
立
を
無
理
に
急
が
せ
る
の
で
は
な
く
、
本
人
の
段
階
に
合
わ
せ
て
、
切
れ
目
な
く
継
続
的
に
支
援
を
提
供
す
る
。

(５
)分

権
的
・
創
造
的
な
支
援
…
主
役
は
地
域
で
あ
り
、
国
と
自
治
体
、
官
と
民
、
民
と
民
が
協
働
し
、
地
域
の
支
援
体
制
を
創
造
す
る
。

※
以
下
に
掲
げ
た
制
度
の
意
義
、
め
ざ
す
目
標
、
具
体
的
な
支
援
の
か
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
本
制
度
の
「
理
念
」と
さ
れ
て
い
る
。

１
．
制
度
の
意
義

本
制
度
は
、
生
活
保
護
に
至
っ
て
い
な
い
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
「
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」を
全
国
的
に
拡
充
し
、
包
括
的
な
支
援
体
系
を
創
設
す
る
も
の
。

２
．
制
度
の
め
ざ
す
目
標

(１
)生

活
困
窮
者
の
自
立
と
尊
厳
の
確
保

・
本
制
度
で
は
、
本
人
の
内
面
か
ら
わ
き
起
こ
る
意
欲
や
想
い
が
主
役
と
な
り
、
支
援
員
が
こ
れ
に
寄
り
添
っ
て
支
援
す
る
。

・
本
人
の
自
己
選
択
、
自
己
決
定
を
基
本
に
、
経
済
的
自
立
の
み
な
ら
ず
日
常
生
活
自
立
や
社
会
生
活
自
立
な
ど
本
人
の
状
態
に
応
じ
た
自
立

を
支
援
す
る
。

・
生
活
困
窮
者
の
多
く
が
自
己
肯
定
感
、
自
尊
感
情
を
失
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
尊
厳
の
確
保
に
特
に
配
慮
す
る
。

(２
)生

活
困
窮
者
支
援
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

・
生
活
困
窮
者
の
早
期
把
握
や
見
守
り
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
包
括
的
な
支
援
策
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
働
く
場
や
参
加
す
る

場
を
広
げ
て
い
く
。
（
既
存
の
社
会
資
源
を
活
用
し
、
不
足
す
れ
ば
開
発
・創
造
し
て
い
く
。
）

・
生
活
困
窮
者
が
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
な
け
れ
ば
主
体
的
な
参
加
に
向
か
う
こ
と
は
難
し
い
。
「支
え
る
、
支
え
ら
れ
る
」と
い
う
一
方
的
な
関
係
で
は
な
く
、
「相
互
に
支
え

合
う
」
地
域
を
構
築
す
る
。

３
．
新
し
い
生
活
困
窮
者
支
援
の
か
た
ち

(１
)包

括
的
な
支
援
…
生
活
困
窮
者
の
課
題
は
多
様
で
複
合
的
で
あ
る
。
「制
度
の
狭
間
」に
陥
ら
な
い
よ
う
、
広
く
受
け
止
め
、
就
労
の
課
題
、
心
身
の
不
調
、
家
計
の
問
題
、
家
族
問
題
な
ど
の
多
様
な
問

題
に
対
応
す
る
。

(２
)個

別
的
な
支
援
…
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
個
々
人
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
支
援
を
実
施
す
る
。

(３
)早

期
的
な
支
援
…
真
に
困
窮
し
て
い
る
人
ほ
ど
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
「待
ち
の
姿
勢
」
で
は
な
く
早
期
に
生
活
困
窮
者
を
把
握
し
、

課
題
が
よ
り
深
刻
に
な
る
前
に
問
題
解
決
を
図
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
理
念

1
7
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◆
認
定
就
労
訓
練
事
業

（
い
わ
ゆ
る
「
中
間
的
就
労
」
）

◆
家
計
改
善
支
援
事
業

・
家
計
の
状
況
を
「
見
え
る
化
」
す
る
な
ど
家
計
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
や
利
用
者
の

家
計
の
改
善
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
支
援
（貸
付
の
あ
っ
せ
ん
等
を
含
む
）

◆
住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

・就
職
活
動
を
支
え
る
た
め
家
賃
費
用
を
有
期
で
給
付

◆
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業

・
生
活
保
護
世
帯
の
子
ど
も
を
含
む
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
に
対
す
る
学
習
支
援

・
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
・そ
の
保
護
者
に
対
す
る
生
活
習
慣
・育
成
環
境
の
改
善
、
教
育
及
び
就
労
に

関
す
る
支
援
等

◆
自
立
相
談
支
援
事
業

（
全
国

9
0
6
福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体
で

1
,3
7
1
機
関
（
令
和

3
年
４
月
時
点
）
）

〈
対
個
人
〉

・
生
活
と
就
労
に
関
す
る
支
援
員
を
配
置

し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
の
相
談
窓
口
に
よ
り
、

情
報
と
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
機
能

・
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
自
立
に
向
け
た
支

援
計
画
（
プ
ラ
ン
）
を
作
成

〈
対
地
域
〉

・
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
・社
会
資
源

の
開
発
な
ど
地
域
づ
く
り
も
担
う

包
括
的
な
相
談
支
援

・直
ち
に
一
般
就
労
が
困
難
な
者
に
対
す
る
支
援
付
き
の
就
労
の
場
の
育
成
（社

会
福
祉
法
人
等

の
自
主
事
業
に
つ
い
て
都
道
府
県
等
が
認
定
す
る
制
度
）

◇
生
活
保
護
受
給
者
等
就
労
自
立
促
進
事
業

・
一
般
就
労
に
向
け
た
自
治
体
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
一
体
的
な
支
援

就
労
に
向
け
た
準
備

が
必
要
な
者

◆
就
労
準
備
支
援
事
業

・一
般
就
労
に
向
け
た
日
常
生
活
自
立
・社
会
自
立
・就
労
自
立
の
た
め
の
訓
練

緊
急
に
衣
食
住
の
確

保
が
必
要
な
者

貧
困
の
連
鎖
の

防
止

◆
一
時
生
活
支
援
事
業

・
住
居
喪
失
者
に
対
し
一
定
期
間
、
衣
食
住
等
の
日
常
生
活
に
必
要
な
支
援
を
提
供

・
シ
ェ
ル
タ
ー
等
利
用
者
や
居
住
に
困
難
を
抱
え
る
者
に
対
す
る
一
定
期
間
の
訪
問
に

よ
る
見
守
り
や
生
活
支
援

な
お
一
般
就
労
が
困
難
な
者

就
労
支
援

居
住
確
保
支
援

子
ど
も
支
援

本 人 の 状 況 に 応

※

じ た 支 援 （ ）

緊
急
的
な
支
援

※
法
に
規
定
す
る
支
援
（
◆
）を
中
心
に
記
載
し
て
い
る
が

、
こ
れ
以
外
に
様
々
な
支
援
（
◇
）
が
あ
る
こ
と
に
留
意

家
計
か
ら
生
活
再
建

を
考
え
る
者

家
計
再
建
支
援

◇
関
係
機
関
・他
制
度
に
よ
る
支
援

◇
民
生
委
員
・自
治
会
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援

そ
の
他
の
支
援

柔
軟
な
働
き
方
を
必

要
と
す
る
者

就
労
に
向
け
た
準
備

が
一
定
程
度
整
っ
て

い
る
者

国
費
３
／
４

国
費
２
／
３

国
費
１
／
２
,２

／
３

国
費
１
／
２

国
費
３
／
４

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
概
要

◆
福
祉
事
務
所
未
設
置
町
村
に
よ
る

相
談
の
実
施

・希
望
す
る
町
村
に
お
い
て
、
一
次
的
な

相
談
等
を
実
施

国
費
３
／
４

◆
都
道
府
県
に
よ
る
市
町
村
支
援
事
業

・
市
等
の
職
員
に
対
す
る
研
修
、
事
業
実
施
体
制
の
支
援
、
市
域
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
を
実
施

国
費
１
／
２
7

再
就
職
の
た
め
に
居

住
の
確
保
が
必
要
な

者

国
費
２
／
３

1
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高
齢
者

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

［
地
域
医
療
介
護
確
保
法
第
２
条
］

【高
齢
者
を
対
象
に
し
た
相
談
機
関
】

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
・子
育
て
家

庭
【子
ど
も
・子
育
て
家
庭
を
対
象
に
し
た
相
談
機
関
】

地
域
子
育
て
支
援
拠
点

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

課
題
の
複
合
化

制
度
の
狭
間

・
高
齢
の
親
と
無
職
独
身
の
５
０
代
の
子
が
同
居
（８
０
５
０
）

・
介
護
と
育
児
に
同
時
に
直
面
す
る
世
帯
（ダ
ブ
ル
ケ
ア
）
等

⇒
各
分
野
の
関
係
機
関
の
連
携
が
必
要

・
い
わ
ゆ
る
「
ご
み
屋
敷
」

・
障
害
の
疑
い
が
あ
る
が
手
帳
申
請
を
拒
否
等

土
台
と
し
て
の
地
域
力
の
強
化

「他
人
事
」で
は
な
く
「
我
が
事
」と
考
え
る
地
域
づ
く
り

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
包
括
的
支
援
体
制

生
活
困
窮

者
支
援

「必
要
な
支
援
を
包
括
的

に
確
保
す
る
」と
い
う
理
念
を
普

遍
化

「必
要
な
支
援
を
包
括

的
に
確
保
す
る
」
と
い
う
理
念

を
普
遍
化

○
既
存
の
制
度
に
よ
る
解
決
が
困
難
な
課
題

障
害
者

地
域
移
行
、
地
域
生
活
支
援

【障
害
者
を
対
象
に
し
た
相
談
機
関
】

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等

共
生
型
サ

ー
ビ
ス

1
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地
域
に
お
け
る
住
民
主
体
の
課
題
解
決
力
強
化
・
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
イ
メ
ー
ジ

H
2

8
多
機
関
協
働
事
業

様
々
な
課
題
を

抱
え
る
住
民

高
齢
関
係

障
害
関
係

自
立
相
談

支
援
機
関

児
童
関
係

児
相

医
療
関
係 病
院

教
育
関
係

保
健
関
係

家
計
支
援
関
係

が
ん
･
難
病
関
係

発
達
障
害
関
係

自
治
体
に
よ
っ
て
は
一

体
的

相
談
支
援

包
括
化
推
進
員

ご
近
所

民
生
委
員
・

児
童
委
員

P
T

A

子
ど
も
会

住 民 に 身 近 な 圏 域 市 町 村 域 等

自
治
会

N
P

O

住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
て
解
決
を

試
み
る
体
制
づ
く
り

環
境

産
業

地
区
社
協

司
法
関
係

市
町
村

市
町
村
に
お
け
る
総

合
的
な

相
談
支
援
体
制
作
り

明
ら
か
に
な
っ
た
ニ
ー
ズ
に
、

寄
り
添
い
つ
つ
、
つ
な
ぐ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

交
通

土
木

老
人
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ

医
療
的
ケ
ア
を
要
す
る
子

ど
も
や

D
V
、
刑
務
所
出
所

者
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
、

身
近
な
圏
域
で
対
応
し
が

た
い
、
も
し
く
は
本
人
が

望
ま
な

い
課
題
に
も
留
意
。

農
林
水
産

都
市
計
画

ま
ち
お
こ
し

複
合
課

題
の
丸

ご
と

世
帯
の

丸
ご
と

と
り
あ

え
ず
の

丸
ご
と

解
決

課
題
把
握

受
け
止
め

地
域
の
基
盤
づ
く
り

雇
用
･
就
労
関
係

住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題
を
把
握
し
て
解
決
を
試
み
る
体
制

づ
く
り
を
支
援
す
る

他
人
事
を
「
我
が
事
」
に
変
え
て
い
く
よ
う
な
働
き
か

け
を
す
る
機
能

防
犯
・
防
災

社
会
教
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

企
業
・
商
店

受
け
手

支
え
手

社
会
福
祉
法
人 【
１
】

【
２
】

「
丸
ご
と
」
受
け
止
め
る
場

（
地
域
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
区
社
協
、
市
区
町
村
社
協
の
地
区
担
当
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
相
談
支
援
事
業
所
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
、
利
用
者
支
援
事
業
、
社
会
福
祉

法
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）

【
３
】

住
ま
い
関
係

協
働
の
中
核
を
担
う
機
能

学
校

権
利
擁
護
関
係

多
文
化
共
生
関
係

ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン

（
H
28
.6
.2
閣
議
決
定
）

世
帯
全
体
の
複
合
化
・
複
雑

化
し
た
課
題
を
受
け
止
め
る
、

市
町
村
に
お
け
る
総
合
的
な
相

談
支
援
体
制
作
り
の
推
進
。

小
中
学
校
区
等
の
住
民
に
身

近
な
圏
域
で
、
住
民
が
主
体
的

に
地
域
課
題
を
把
握
し
て
解
決

を
試
み
る
体
制
づ
く
り
の
支
援

。

自
殺
対
策
関
係

2
0
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な
ぜ
社
協
が
包
括
的
な
支
援
体
制
を

行
う
必
要
が
あ
る
の
か
？

・支
援
に
あ
た
っ
て
、
社
協
に
無
い
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
、
新
た
な

社
会
資
源
を
創
出
す
る
と
き
、
相
談
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
必
要
に
な
る
。

・小
さ
な
社
協
は
相
談
員
が
1
名
だ
け
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
新
人
の
職
員
と
ベ
テ

ラ
ン
の
職
員
で
は
知
っ
て
い
る
社
会
資
源
や
知
識
が
異
な
る
。
包
括
的
な
支
援
体

制
が
あ
れ
ば
、
職
員
の
異
動
が
あ
っ
て
も
同
水
準
の
支
援
が
継
続
で
き
る
。

2
1
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連
携
の
促
進
に
つ
い

て

○
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
に
は
、
①
顔
が
分
か
る
関
係
、
②
顔
の
向
こ
う
側
が
見
え
る
関
係
、
③
信
頼
で
き
る
関
係
の
３
つ
の

内
容
が
含
ま
れ
る
。
①
の
関
係
で
な
く
、
②
や
③
の
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
連
携
が
円
滑
に
な
る
。

○
地
域
連
携
の
促
進
要
因
は
、
地
域
の
中
で
「
話
す
機
会
が
あ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
考
え
方
や
価
値
観
、
人
と
な
り
が
分
か
る

よ
う
な
話
し
合
い
の
機
会
を
継
続
的
に
地
域
の
中
に
構
築
す
る
こ
と
が
有
用
。

顔
が
分
か
る
関
係

顔
の
向
こ
う
側
が
見
え
る
関
係

信
頼
で
き
る
関
係

「
話
す
機
会
が
あ
る
」

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
日
常
的
な
会
話
・
患
者
を
一
緒

に
診
る
こ
と
を
通
じ
て
、
性
格
、
長
所
と
短
所
、
仕

事
の
や
り
方
、
理
念
、
人
と
な
り
が
分
か
る

名
前
と
顔
が
分
か
る

考
え
方
や
価
値
観
・

人
と
な
り
が
分
か
る

信
頼
感
を
も
っ
て
一

緒
に
仕
事
が
で
き
る

出
典
：
森
田
達
也
ら
「
地
域
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
と
は
何
か
？
」
（
『
P
a
ll
ia
ti
v
e
C
a
re
R
e
se
a
rc
h
』
7
巻
1
号
,
2
0
1
2
年
,
P
.3
2
3
-3
3
3
）
よ
り
作
成

（
参
考
：

O
p
ti
m
’s
-p
t
上
原
久
氏
作
成
資
料
）

包
括
的
な
支
援
体
制
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を

作
る
こ
と
に
よ
っ
て

2
2
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～
誰
も
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
～

渋
川
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長

石
北

智
子

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

令
和
５
年
１
月
２
３
日

令
和
４
年
度
地
域
共
生
社
会
推
進
セ
ミ
ナ
ー
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「
活
動
事
例
集
地
域
共
生
社
会
と
民
児
協
活
動

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

令
和
4
（
2
0
2
2
）
年
3
月
」
よ
り
抜
粋

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
民
児
協
と
し
て
の
行
動
方
針
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
「行
動
方
針
」
を
踏
ま
え
…

「
渋
川
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」
で
の
取
り
組
み

委
員
活
動
の
基
本
研
修
を
繰
り
返
し
実
施

・
渋
川
市
民
児
協
で
の
全
体
研
修
会

・
地
区
定
例
会

見
守
り

き
づ
く

つ
な
ぐ
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
「行
動
方
針
」
を
踏
ま
え
…

「
渋
川
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」
で
の
取
り
組
み

「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
実
施

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
年
１
回
実
施

・
自
治
会
ご
と
に
三
者
で
情
報
交
換
会

（
自
治
会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

～
効
果
～

三
者
で
の
連
携
強
化

顔
の
見
え
る
関
係
作
り

地
区
ご
と
で
の

講
座
「
認
知
症
を
学
ぼ
う
」

実
施
の
き
っ
か
け
に
！

※
Ｒ
４
は
1
1
月
に
実
施

さ
ら
に
…
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
「行
動
方
針
」
を
踏
ま
え
…

「
渋
川
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」
で
の
取
り
組
み

高
齢
者
サ
ロ
ン
の
再
開

・
フ
レ
イ
ル
高
齢
者
の
増
加
を
実
感

・
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
再
開

【
目
的
】

・
家
の
外
に
出
る
こ
と

・
他
人
に
会
う
こ
と

・
体
を
動
か
す
こ
と

※
月
１
回
１
時
間
程
度

※
感
染
対
策
を
し
た
上
で
の
実
施
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
「行
動
方
針
」
を
踏
ま
え
…

「
渋
川
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」
で
の
取
り
組
み

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
…

地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
支
援
が
基
本

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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１ 目的  

コロナ禍の昨今、社会情勢の不安定さは未だ収束の目途が立っておらず、貧困や孤独・孤立の問

題が更に深刻化しています。地域共生社会を実現していくためには、貧困や失業、障害やひきこも

り状態等により様々な困難を抱えた場合でも、社会から孤立せず、安心してその人らしい生活をお

くることができる社会づくりの視点が重要です。 

社会福祉法の改正により、各市町村において包括的な支援体制の構築が努力義務となり、重層的

支援体制整備事業において、社会とのつながりを回復する「参加支援」や、地域社会からの孤立を

防ぐとともに、地域における多世代の交流や多様な活躍の機会と役割を生み出す「地域づくりに向

けた支援」が規定されました。 

本セミナーは、コロナ禍における困窮者支援の現場において第一線で活動し、包括的な支援を実

施している講師から孤立を生まないための支援について学び、また、地域における包括的な支援の

実践事例等を通して、今後の地域共生社会の実現に向けた方策等について考察することを目的に開

催します。 

 

２ 主催   群馬県 社会福祉法人群馬県社会福祉協議会 
 
３ 後援   群馬県民生委員児童委員協議会 
 
４ 日時   令和５年１月２３日（月）１３：３０～１６：００ 
 
５ 会場   群馬県社会福祉総合センター ８階 大ホール（前橋市新前橋町１３－１２） 

        ※オンライン（ＹｏｕＴｕｂｅによるライブ配信）併用 
 
６ 対象者  市町村行政職員、市町村社会福祉協議会職員、民生委員・児童委員、 

社会福祉施設職員、その他関心がある方 
 
７ 参加費  無料 
 

８ 日程・内容（予定）  

13：30～ 

13;40 
開会 挨拶・オリエンテーション 

13：40～ 

14:40 
講演 

「孤立を生まない包括的な支援について」 

講師 

認定特定非営利活動法人 自立生活サポートセンター・もやい 

理事長 大西 連 氏 

14：40～ 

14:45 
休憩 休憩 

14：45～ 

16:00 

パネル

ディス

カッシ

ョン 

「～誰も孤立することのない地域づくりに向けて～」 

コーディネーター 

認定特定非営利活動法人 自立生活サポートセンター・もやい 

理事長 大西 連 氏 

パネラー 

○玉村町健康福祉課 ＣＳＷ 阿部 美那子 氏 

○藤岡市社会福祉協議会 係長 篠原 康一 氏 

○渋川市民生委員児童委員協議会 会長 石北 智子 氏 

16：00 閉会  

 

令和４年度群馬県地域共生社会の実現に向けた取組促進事業 

令和４年度地域共生社会推進セミナー 

開催要項 
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大西 連 氏 
（認定特定非営利活動法人 自立生活サポートセンター・もやい 理事長） 

 

1987 年東京生まれ。新宿での炊き出し・夜回りなどのホームレス支援活動から始まり、主に生活

困窮された方への相談支援に携わる。 

2014 年より現職。ほかに、新宿ごはんプラス共同代表、自殺予防の活動をおこなう社会福祉法人

日本いのちの電話理事など。政府の SDGs 推進円卓会議構成員、2021 年 6 月よりは内閣官房孤独・

孤立対策室政策参与も務める。著書に『すぐそばにある「貧困」』（2015 年ポプラ社）など。 

 

 

９ お申し込み先  

    参加希望者は、下記ＵＲＬ・ＱＲコードリンク先の、グーグルフォームにて１月１０日（火）

までに、お申し込みください。 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfSN0W9pJ4TQIl9JgE9D

J7xVuVATuEpamV̲PxRE3mwGwGeiYQ/viewform?usp=sf̲link 
グーグルフォームからのお申込ができない場合は、別添の参加申込書をメ

ールにて下記担当宛にお送りいただくか、参加申込書記載の項目をメール本

文にてお伝えください。 

 

10 参加方法ごとの資料の配布・オンライン配信等  

（１）会場で参加される方 

資料を会場でお渡しします。 

 

（２）オンラインで参加される方 

・ＹｏｕＴｕｂｅでの配信を予定しております。 

・資料および動画の配信等につきましては、群馬県社会福祉協議会ホームページの新

着情報または下記ＵＲＬ・ＱＲコードリンク先の、同セミナーのページよりご確認

ください。 

https://www.g-shakyo.or.jp/department/seikatsu/53572.html 
※上記ＵＲＬリンク先ページのパスワードは「kyousei0123」です。 

（半角英数字１１文字） 

※資料は１月２０日（金）までに上記ページに掲載いたします。メール

での送付はいたしません。 

 

（３）開催後の動画配信について 

・上記 10（２）のＵＲＬリンク先にて、終了後一定期間動画を公開する予定です。 

・開催後の動画視聴のみ希望する場合も、９のＵＲＬリンク先よりお申し込みくださ

い。 

 

11 備考  

・ご提供いただきました個人情報は、本セミナーの運営にのみ使用します。 

・新型コロナ感染症の感染状況により、オンラインのみでの開催になる可能性があります。 

 
 
12 お問い合わせ先  

    群馬県社会福祉協議会地域福祉課（担当：蜂須） 

     〒371-8525 前橋市新前橋町 13-12  

TEL027-255-6032 メール hachisu@g-shakyo.or.jp 

講師プロフィール 
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